
イ
ギ
リ

奴
隷
の

ス
壁
絵
イ
ン
ド
植
民
地
に
お
け
る

「
結
婚
」
問
題

「
奴
隷
制
改
善
」

と
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並

河

葉

子

門
要
約
】
　
一
七
八
○
年
代
終
わ
り
か
ら
一
八
三
三
年
に
か
け
て
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
反
奴
隷
制
運
動
が
盛
衰
を
繰
り
返
し
な
が
ら
続
い
た
。
こ
の
間
、
議
論

の
ほ
と
ん
ど
は
、
「
奴
隷
制
改
善
」
の
方
策
に
費
や
さ
れ
、
反
奴
隷
鯛
を
主
張
す
る
人
も
奴
隷
所
有
者
た
ち
も
、
「
人
道
的
な
扁
奴
隷
制
の
実
現
を
目
指
し

た
。
イ
ギ
リ
ス
領
西
イ
ン
ド
植
民
地
社
会
の
人
口
を
維
持
し
、
西
イ
ン
ド
植
民
地
社
会
の
安
定
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
奴
隷
の
女
性
た
ち
へ
の

物
質
的
な
支
援
、
キ
リ
ス
ト
教
布
教
、
キ
リ
ス
ト
教
式
結
婚
な
ど
が
推
進
さ
れ
た
。

　
キ
リ
ス
ト
教
的
な
「
家
族
」
が
普
遍
的
モ
デ
ル
と
し
℃
西
イ
ン
ド
社
会
に
も
提
示
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
領
西
イ
ン
ド
植
民
地
の
奴
隷
に
は
一
般
的
で
な
か

っ
た
キ
リ
ス
ト
教
や
キ
リ
ス
ト
教
式
結
婚
の
普
及
が
図
ら
れ
た
。
結
局
「
人
道
的
な
奴
隷
制
」
の
試
み
は
奴
隷
制
廃
止
に
よ
り
破
綻
し
た
。
こ
の
、
奴
隷

制
改
善
運
動
は
、
イ
ギ
リ
ス
的
な
制
度
や
規
範
と
は
別
の
世
界
と
し
て
存
在
し
た
イ
ギ
リ
ス
領
西
イ
ン
ド
植
民
地
社
会
と
イ
ギ
リ
ス
本
国
と
を
ひ
と
つ
の

規
範
に
統
合
す
る
た
め
の
試
行
錯
誤
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
九
九
巻
一
号
　
一
δ
一
六
年
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

ト
マ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
ソ
ン
は
、
奴
隷
貿
易
が
廃
止
さ
れ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

奴
隷
制
は
改
善
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
述
べ
た
。

同
じ
頃
、
大
西
洋
の
向
か
い
側
の
イ
ギ
リ
ス
領
西
イ
ン
ド
植
民
地
で
も
、
プ
ラ
ン
タ
ー
た
ち
が
奴
隷
制
の
「
改
善
（
鋤
b
P
O
臨
O
戦
鋤
け
一
〇
昌
）
」
に
向

け
て
試
行
錯
誤
を
は
じ
め
て
い
た
。
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ク
ラ
ー
ク
ソ
ン
に
代
表
さ
れ
る
ア
ボ
リ
シ
ョ
ニ
ス
ト
（
奴
隷
貿
易
廃
止
派
）
と
西
イ
ン
ド
植
民
地
社
会
の
権
益
を
代
表
す
る
プ
ラ
ン
タ
ー
た
ち

は
、
互
い
に
利
害
が
対
立
す
る
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
反
奴
隷
制
運
動
が
展
開
さ
れ
た
　
八
世
紀
末
か
ら
一
九
憧
紀
初
頭
に
か
け
て
、
両
者

は
、
と
も
に
「
奴
隷
制
の
改
善
」
を
共
通
の
目
標
と
し
て
議
会
で
そ
の
方
策
を
議
論
し
て
い
た
。
奴
隷
貿
易
廃
止
を
め
ぐ
る
論
戦
の
多
く
も
、

こ
の
目
標
に
到
達
す
る
た
め
の
最
善
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
の
見
解
の
相
違
に
端
を
発
し
て
い
た
。

　
「
奴
隷
制
の
改
善
」
は
、
奴
隷
制
の
否
定
で
は
な
い
。
反
奴
隷
制
運
動
は
盛
衰
を
繰
り
返
し
な
が
ら
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
続
い
た
が
、
一
八

三
三
年
に
奴
隷
制
廃
止
法
が
成
立
す
る
数
年
前
ま
で
、
運
動
の
中
で
つ
ね
に
議
論
の
焦
点
と
な
っ
て
い
た
の
は
「
奴
隷
制
廃
止
」
よ
り
も
む
し

ろ
「
奴
隷
制
の
改
善
」
で
あ
り
、
「
人
道
的
な
」
奴
隷
制
の
追
及
で
あ
っ
た
。
～
八
二
三
年
に
奴
隷
制
の
廃
止
を
目
指
し
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
委

員
会
の
正
式
名
称
が
「
奴
隷
制
の
改
善
お
よ
び
漸
次
廃
止
の
た
め
の
協
会
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

　
奴
隷
制
改
善
の
目
的
は
、
奴
隷
の
人
口
維
持
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
奴
隷
の
女
性
や
子
ど
も
に
関
心
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
と

も
と
「
奴
隷
」
は
男
性
も
女
性
も
子
ど
も
も
す
べ
て
「
労
働
力
」
と
し
て
認
識
さ
れ
、
評
価
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
反
奴
隷
制
運
動
が
始
ま
る

頃
か
ら
、
女
性
は
労
働
力
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
再
生
産
能
力
に
も
価
値
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
「
子
ど
も
」
は
将
来
の
労
働
力
と
し

て
大
人
と
は
異
な
る
存
在
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
女
性
の
出
生
力
向
上
と
「
子
ど
も
」
の
養
育
に
焦
点
が
当
た
り
始
め
る
と
、
そ
れ

ま
で
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
奴
隷
た
ち
の
生
活
に
も
注
意
が
は
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
近
年
、
反
奴
隷
制
時
代
の
「
奴
隷
制
改
善
」
の
試
み
の
意
義
、
意
味
に
つ
い
て
問
う
研
究
が
相
次
い
で
い
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
反
奴
隷
制
運
動
に
つ
い
て
は
、
二
〇
世
紀
後
半
、
奴
隷
制
廃
止
の
要
因
を
経
済
的
な
も
の
に
求
め
る
エ
リ
ッ
ク
・
ウ
イ
リ
ア
ム

ズ
の
主
張
の
是
非
を
め
ぐ
る
論
争
が
長
ら
く
続
い
た
。
し
か
し
、
最
近
の
反
奴
隷
制
運
動
研
究
の
関
心
は
、
こ
の
運
動
が
一
八
世
紀
末
か
ら
社

会
的
に
大
き
な
関
心
を
集
め
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
お
い
て
多
く
の
人
を
動
員
す
る
「
政
治
運
動
」
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
の
意
味
を
検
証
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

も
の
に
移
っ
て
き
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は
、
こ
の
運
動
が
ア
メ
リ
カ
喪
失
を
き
っ
か
け
に
政
治
運
動
と
し
て
成
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
を
重
視
し
、
反
奴
隷
制
運
動
を
イ
ギ
リ
ス
帝
国
再
編
の
動
き
の
中
に
位
置
づ
け
る
考
え
方
も
定
着
し
て
き
て
い
る
。
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た
し
か
に
、
ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
を
き
っ
か
け
に
西
イ
ン
ド
植
民
地
の
奴
隷
制
は
大
き
な
混
乱
を
経
験
し
た
。
と
い
う
の
も
、
ア
メ
リ
カ
革

命
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
領
西
イ
ン
ド
植
民
地
へ
の
食
料
輸
入
が
減
少
し
て
食
料
不
足
が
起
き
た
だ
け
で
は
な
く
、
奴
隷
貿
易
も
停
滞
し
た
の
で

あ
る
。
バ
ル
バ
ド
ス
の
場
合
、
一
七
七
〇
年
に
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
奴
隷
船
に
よ
り
運
ば
れ
た
奴
隷
は
七
〇
〇
〇
人
い
た
の
が
、
～
七
七
九
年
に

は
奴
隷
が
ひ
と
り
も
供
給
さ
れ
な
か
っ
た
。
奴
隷
の
人
口
も
一
七
七
三
年
の
六
万
八
五
四
八
人
か
ら
一
七
八
三
年
の
五
万
七
四
三
四
人
へ
と
減

少
し
て
い
る
。
ジ
ャ
マ
イ
カ
は
、
バ
ル
バ
ド
ス
の
よ
う
に
奴
隷
の
流
入
が
完
全
に
停
止
し
た
年
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
一
七
七
六
年
に
は
一
万

五
〇
～
六
人
に
の
ぼ
っ
た
新
た
な
奴
隷
の
流
入
が
、
一
七
七
七
年
に
は
五
〇
四
九
人
、
一
七
七
九
年
に
は
二
八
五
九
人
と
急
激
に
減
少
し
て
い

る
こ
と
が
示
す
と
お
り
、
大
き
な
影
響
を
受
け
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。
ア
ン
テ
ィ
グ
ア
や
ネ
イ
ヴ
イ
ス
な
ど
他
の
イ
ギ
リ
ス
領
植
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

地
で
も
、
一
七
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
一
七
八
○
年
代
後
半
に
か
け
て
奴
隷
人
口
が
大
き
く
減
少
し
た
。
ア
メ
リ
カ
革
命
が
落
ち
着
い
た
直
後
、

今
度
は
イ
ギ
リ
ス
本
国
で
奴
隷
貿
易
廃
止
運
動
が
本
格
化
す
る
。

　
奴
隷
貿
易
廃
止
運
動
に
か
か
わ
っ
た
人
び
と
の
主
張
は
、
奴
隷
制
廃
止
を
求
め
る
も
の
か
ら
奴
隷
貿
易
廃
止
に
の
み
焦
点
を
当
て
る
も
の
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

で
様
ざ
ま
で
あ
っ
た
が
、
運
動
と
し
て
は
、
奴
隷
貿
易
の
廃
止
を
目
標
と
す
る
こ
と
で
多
く
の
人
を
動
員
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
奴
隷
制
そ

の
も
の
は
、
少
な
く
と
も
当
面
、
容
認
す
る
こ
と
が
暗
黙
の
了
解
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
ア
ボ
リ
シ
ョ
ニ
ス
ト
に
と
っ
て
も
、

西
イ
ン
ド
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
も
、
奴
隷
貿
易
な
く
し
て
、
い
か
に
し
て
奴
隷
制
を
維
持
す
る
の
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。
ウ
ィ
ル

バ
ー
フ
ォ
ー
ス
は
、
議
会
で
奴
隷
貿
易
の
緩
や
か
な
廃
止
を
求
め
た
法
案
に
反
論
し
て
即
時
停
止
を
主
張
し
た
際
、
「
奴
隷
の
人
口
を
増
や
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

最
善
の
方
法
は
、
カ
ロ
ラ
イ
ナ
の
成
功
に
な
ら
っ
て
奴
隷
の
輸
入
を
止
め
る
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
愚
書
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、

当
時
の
イ
ギ
リ
ス
領
野
イ
ン
ド
植
民
地
の
奴
隷
の
出
生
力
が
ア
メ
リ
カ
南
部
に
比
べ
て
低
い
こ
と
は
、
奴
隷
貿
易
廃
止
論
争
の
当
初
よ
り
意
識

さ
れ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
領
西
イ
ン
ド
植
民
地
社
会
に
お
け
る
奴
隷
人
口
維
持
に
向
け
た
改
革
に
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
の
は
当
然
で
あ

っ
た
。

　
西
イ
ン
ド
植
民
地
の
奴
隷
制
社
会
の
実
態
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
奴
隷
制
社
会
に
比
べ
て
奴
隷
自
身
の
記
録
が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
お
ら
ず
、
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再
現
が
難
し
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
九
〇
年
代
前
後
か
ら
プ
ラ
ン
タ
ー
自
身
の
記
録
や
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
帳
簿
類
、
西
イ
ン
ド

植
民
地
当
局
、
宣
教
師
の
史
料
な
ど
を
も
と
に
再
現
を
こ
こ
ろ
み
る
研
究
が
多
く
出
て
き
て
い
る
。
奴
隷
の
人
口
動
向
や
家
族
の
あ
り
方
を
、

史
料
に
基
づ
い
て
復
元
し
よ
う
と
し
た
バ
リ
ン
・
ヒ
ッ
グ
マ
ン
の
研
究
を
は
じ
め
、
二
一
世
に
入
る
と
、
S
・
D
・
ス
ミ
ス
に
よ
る
バ
ル
バ

ド
ス
の
大
プ
ラ
ン
タ
ー
、
ラ
ッ
セ
ル
家
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
一
七
世
紀
半
ば
か
ら
奴
隷
制
廃
止
ま
で
の
詳
細
な
分
析
や
、
リ
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ヤ
ー
ド
・
ダ
ン
の
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
と
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
の
奴
隷
の
生
活
に
つ
い
て
の
比
較
検
証
な
ど
が
あ
る
。
ヴ
ァ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
も
、
奴
隷
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

改
善
が
問
題
と
な
っ
た
時
期
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
社
会
に
お
け
る
奴
隷
の
子
ど
も
の
位
置
づ
け
の
変
化
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観

究
成
果
か
ら
、
西
イ
ン
ド
植
民
地
社
会
が
奴
隷
制
改
善
論
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
あ
る
程
度
具
体
的
に
た
ど
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
｝
七
八
○
年
代
か
ら
一
八
三
〇
年
代
、
大
西
洋
を
は
さ
ん
だ
イ
ギ
リ
ス
と
西
イ
ン
ド
植
民
地
で
議
論
さ
れ
、
試
行
錯
誤
さ
れ
た

「
奴
隷
制
改
善
」
の
試
み
が
、
西
イ
ン
ド
植
民
地
社
会
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
「
家
族
」
に
関
連
す
る
議
論
に

焦
点
を
あ
て
な
が
ら
考
察
す
る
。
同
時
に
、
「
奴
隷
制
改
善
漏
の
動
き
と
イ
ギ
リ
ス
本
国
で
展
開
し
て
い
た
福
音
主
義
的
な
社
会
改
良
運
動
と

の
連
動
性
に
注
目
し
、
こ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
帝
国
再
編
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
た
の
か
を
考
え
て
い
く
。

　
分
析
に
は
、
当
時
の
ア
ボ
リ
シ
ョ
ニ
ス
ト
や
プ
ラ
ン
タ
ー
た
ち
の
書
物
や
議
会
の
議
事
録
、
宣
教
師
の
う
ち
、
国
教
会
伝
道
協
会
と
ウ
ェ
ス

リ
ア
ン
・
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
伝
道
協
会
、
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
伝
道
協
会
の
史
料
を
中
心
に
用
い
る
。

①
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第
【
章
　
反
奴
隷
制
運
動
期
の
イ
ギ
リ
ス
領
西
イ
ン
ド
植
民
地
社
会

　
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
イ
ギ
リ
ス
耳
管
イ
ン
ド
植
民
地
に
は
ど
の
よ
う
な
人
び
と
が
暮
ら
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
西
イ

ン
ド
植
民
地
の
有
力
プ
ラ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
議
会
に
お
け
る
西
イ
ン
ド
派
の
一
人
で
あ
っ
た
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
エ
ド
ワ
ー
ズ
（
一
七

四
三
－
一
八
○
○
）
の
著
書
、
『
イ
ギ
リ
ス
婦
警
イ
ン
ド
植
民
地
の
歴
史
、
文
化
、
商
業
』
に
よ
れ
ば
、
一
八
世
紀
末
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
人
口
は

白
人
が
三
万
人
、
非
白
人
の
自
由
人
が
一
万
人
、
奴
隷
が
二
五
万
人
、
こ
の
ほ
か
、
山
間
部
に
独
自
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
て
い
た
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ル
ー
ン
が
一
四
〇
〇
人
と
な
っ
て
い
る
。
奴
隷
の
人
口
が
植
民
地
当
局
に
よ
っ
て
完
全
に
把
握
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
一
八
一
七
年
以
降
で



イギリス領西インド植民地における「奴隷覇改善」と奴隷の「結婚」問題（並河）

あ
り
、
そ
れ
以
前
は
各
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
記
録
な
ど
か
ら
推
計
さ
れ
た
値
で
あ
る
。

　
奴
隷
制
が
終
わ
る
頃
、
こ
の
数
字
は
白
人
が
一
万
巻
〇
〇
〇
人
へ
と
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
、
奴
隷
は
三
　
万
一
〇
〇
〇
人
、
非
白
人
の

自
由
人
が
四
万
骨
〇
〇
〇
人
と
な
っ
て
い
る
。
奴
隷
の
数
は
一
八
世
紀
末
と
比
べ
る
と
増
加
し
て
い
る
が
、
奴
隷
貿
易
廃
止
以
後
は
減
少
す
る

　
　
　
　
　
②

一
方
で
あ
っ
た
。

　
奴
隷
の
人
口
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。
一
七
〇
〇
年
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
奴
隷
人
口
は
わ
ず
か
四
万
五
千
人
ほ
ど
で
あ
っ
た

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
八
世
紀
中
に
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
砂
糖
生
産
は
拡
大
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。
プ
ラ
ン
タ
ー
た
ち
は
生
産
能
力

の
増
強
を
は
か
り
、
奴
隷
の
人
口
も
大
幅
に
増
加
し
た
。
一
八
世
紀
を
通
じ
て
ジ
ャ
マ
イ
カ
に
は
五
七
万
五
千
人
が
奴
隷
貿
易
に
よ
っ
て
連
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

て
こ
ら
れ
た
。
一
八
○
○
年
に
は
奴
隷
人
口
が
三
〇
万
人
を
超
え
て
い
る
。

　
奴
隷
貿
易
廃
止
以
後
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
奴
隷
人
口
は
、
奴
隷
貿
易
が
廃
止
さ
れ
た
一
八
〇
七
年
に
は
三
四
万
八
二
二
四
人
で
あ
っ
た
も
の
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

一
八
二
一
二
年
に
は
三
三
万
六
二
二
五
人
置
奴
隷
制
の
廃
止
が
決
ま
っ
た
一
八
三
四
年
に
は
三
一
万
一
〇
七
〇
人
と
減
り
続
け
た
。
理
由
の
ほ
と

ん
ど
が
奴
隷
の
高
齢
化
で
あ
る
が
、
こ
の
間
、
非
白
人
の
自
由
人
人
口
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
解
放
さ
れ
た
奴
隷
の

数
や
逃
亡
し
た
奴
隷
の
数
も
減
少
分
に
含
ま
れ
て
い
る
。
～
方
、
同
じ
イ
ギ
リ
ス
領
西
イ
ン
ド
植
罠
地
で
も
、
バ
ル
バ
ド
ス
と
バ
ハ
マ
で
は
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

じ
期
間
に
奴
隷
が
自
然
増
加
し
て
い
る
。

　
ダ
ン
は
、
～
七
六
二
年
忌
ら
一
八
三
三
年
ま
で
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
と
い
う
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
奴
隷
人
口
の
変
化
を
詳
細

に
分
析
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
～
七
六
二
年
時
点
で
男
性
一
五
二
名
、
女
性
＝
六
名
の
計
一
一
六
八
名
で
あ
っ
た
奴
隷
の
数
は
、
一
七

八
九
年
に
そ
れ
ぞ
れ
　
七
二
名
、
＝
一
八
名
の
計
三
〇
〇
名
、
さ
ら
に
一
八
三
三
年
に
は
一
五
七
名
、
一
七
二
名
の
三
二
九
名
と
増
加
し
て
い

る
。
し
か
し
、
一
七
六
二
年
か
ら
一
八
三
三
年
ま
で
の
問
に
こ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
死
亡
し
た
男
性
は
四
三
二
名
、
女
性
は
三
一
九
名
と

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
八
名
、
　
＝
二
名
で
あ
っ
た
出
生
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
人
口
が
増
加
し
て
い
る
の
は
、
奴

隷
貿
易
に
よ
っ
て
ア
フ
リ
カ
か
ら
新
し
く
入
っ
て
き
た
奴
隷
や
ジ
ャ
マ
イ
カ
内
に
い
た
奴
隷
を
購
入
し
た
か
、
所
有
者
で
あ
る
パ
ー
ム
が
持
つ
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て
い
た
他
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
移
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
新
し
く
入
っ
て
き
た
奴
隷
が
い
た
た
め
で
あ

る
。　

後
の
議
論
と
の
関
連
で
注
目
し
た
い
の
は
、
一
七
六
二
年
か
ら
一
七
八
九
年
ま
で
の
間
に
購
入
さ
れ
た
奴
隷
は
、
男
性
一
一
七
名
、
女
性
四

三
名
と
圧
倒
的
に
男
性
が
多
か
っ
た
の
が
、
次
の
一
七
八
九
年
か
ら
一
八
三
三
年
半
で
の
間
で
は
、
男
性
が
＝
一
五
名
、
女
性
が
＝
二
〇
名
と

男
女
の
割
合
が
逆
転
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
一
七
八
九
年
ま
で
は
男
性
の
奴
隷
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
が
、
一
八
三
三
年
の
奴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

隷
解
放
直
前
に
は
女
性
の
ほ
う
が
多
く
な
っ
て
い
た
。

　
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
間
で
奴
隷
が
売
買
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
や
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
に
お
い
て
砂
糖
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
配
置
さ
れ

て
い
た
奴
隷
は
、
一
八
一
五
年
で
奴
隷
馬
体
の
六
割
程
度
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ひ
と
つ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
を
奴
隷
人
口
全
体
の

傾
向
と
考
え
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
し
か
し
、
ヒ
ッ
グ
マ
ン
も
、
統
計
的
な
資
料
の
整
っ
た
一
八
一
七
年
か
ら
一
八
三
二
年
ま
で
の
期
間
、
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ヤ
マ
イ
カ
の
場
合
、
奴
隷
の
数
は
女
性
が
男
性
を
や
や
上
回
っ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
西
イ
ン
ド
植
民
地
に
は
、
白
人
た
ち
も
暮
ら
し
て
い
た
。
白
人
は
西
イ
ン
ド
生
ま
れ
の
ク
レ
オ
ー
ル
と
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
お
よ
び
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
人
び
と
に
分
か
れ
て
お
り
、
プ
ラ
ン
タ
ー
や
聖
職
者
の
ほ
か
、
軍
人
、
船
員
、
医
師
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
監
督
や
代
理

人
な
ど
と
し
て
働
く
人
び
と
が
い
た
。
こ
の
う
ち
男
女
六
〇
〇
〇
人
が
上
流
層
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
家
族
で
西
イ
ン
ド
に
滞
在
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

た
白
人
の
ほ
と
ん
ど
は
ほ
と
ん
ど
こ
の
層
に
属
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
白
人
女
性
は
一
九
世
紀
初
頭
ま
で
は
ほ
ぼ
上
流
層

の
婦
人
た
ち
に
限
ら
れ
て
お
り
、
植
民
地
官
僚
や
高
位
の
軍
人
に
加
え
て
国
教
会
の
聖
職
者
な
ど
、
西
イ
ン
ド
植
民
地
社
会
で
も
っ
と
も
有
力

な
人
び
と
の
配
偶
者
か
娘
と
し
て
夫
や
父
に
帯
同
し
て
き
た
人
で
占
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
世
紀
に
な
る
と
宣
教
師
の
妻
が
こ
れ

に
加
わ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
ご
く
少
数
し
か
い
な
か
っ
た
。

　
白
人
女
性
の
数
が
圧
倒
的
に
少
な
か
っ
た
西
イ
ン
ド
植
民
地
で
は
、
白
人
男
性
と
黒
人
や
混
血
の
女
性
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
も

多
か
っ
た
。
白
人
と
黒
人
の
混
血
の
子
ど
も
た
ち
は
、
混
血
の
度
合
い
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
呼
び
か
た
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
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る
。
た
だ
し
、
肌
の
色
は
ど
う
で
あ
れ
、
母
親
が
奴
隷
の
場
合
は
、
子
ど
も
は
、
出
生
時
点
で
は
奴
隷
で
あ
っ
た
。
「
（
子
ど
も
の
地
位
は
）
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

世
代
、
四
世
代
に
わ
た
り
、
父
親
の
罪
深
い
行
為
の
結
果
で
は
な
く
、
母
親
の
不
運
に
よ
っ
て
決
ま
っ
た
」
の
で
あ
る
。

　
混
血
の
子
ど
も
た
ち
は
、
父
親
の
手
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
る
例
も
多
か
っ
た
が
、
解
放
す
る
場
合
、
所
有
者
の
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
だ
け

で
な
く
、
代
替
の
奴
隷
を
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
提
供
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
解
放
さ
れ
た
子
ど
も
（
成
人
し
て
い
る
場
合

も
あ
る
）
が
日
常
生
活
を
送
る
の
に
必
要
な
金
額
を
毎
年
、
年
金
の
よ
う
に
支
給
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
父
親
が
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
監
督

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

な
ら
こ
う
し
た
経
済
的
な
負
撰
に
何
と
か
耐
え
ら
れ
て
も
、
帳
簿
係
の
場
合
は
、
子
ど
も
た
ち
を
解
放
す
る
に
は
収
入
の
面
で
難
し
か
っ
た
。

　
混
血
の
子
ど
も
た
ち
は
、
奴
隷
の
身
分
に
と
ど
ま
り
続
け
た
場
合
で
も
、
過
酷
な
畑
作
業
な
ど
で
は
な
く
、
女
性
の
場
合
は
家
内
奴
隷
と
し

て
家
事
労
働
に
、
男
性
の
場
合
は
奴
隷
の
監
督
役
な
ど
に
就
く
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
う
し
た
職
種
は
、
畑
作
業
に
比
べ
て
負
担
が
軽
く
、
奴

隷
に
と
っ
て
は
魅
力
的
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
が
こ
う
し
た
職
種
に
就
く
こ
と
が
多
か
っ
た
理
由
の
ひ
と
つ
に
、
彼
ら
の
労
働
力
と
し
て
の
評
価

が
あ
ま
り
高
く
な
か
っ
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ヴ
ァ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
は
、
混
血
の
人
び
と
は
、
畑
作
業
に
お
い
て
黒
人
ほ
ど
労
働
力
と

し
て
期
待
さ
れ
て
お
ら
ず
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
所
有
者
は
、
混
血
の
奴
隷
を
む
し
ろ
経
済
的
負
担
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
さ
ら
に
、
混

血
の
女
性
は
、
出
生
力
も
低
い
と
み
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
所
有
者
は
、
混
血
の
奴
隷
を
で
き
る
だ
け
早
く
解
放

し
、
代
替
労
働
力
と
し
て
質
が
高
い
と
評
価
さ
れ
て
い
た
里
…
人
奴
隷
を
入
手
す
る
こ
と
が
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
経
営
に
と
っ
て
も
理
に
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
奴
隷
制
改
善
が
具
体
的
に
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
よ
り
前
、
イ
ギ
リ
ス
領
西
イ
ン
ド
に
住
ん
で
い
た
人
び
と
の
暮
ら
し
が
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
再
現
す
る
の
は
こ
と
の
ほ
か
難
し
い
。
こ
れ
は
、
奴
隷
の
み
な
ら
ず
、
白
人
た
ち
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
不

在
地
主
に
と
っ
て
も
、
西
イ
ン
ド
に
や
っ
て
き
た
白
人
た
ち
に
と
っ
て
も
、
関
心
は
い
か
に
し
て
西
イ
ン
ド
と
い
う
土
地
で
経
済
的
な
利
益
を

手
に
す
る
か
で
あ
り
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
び
と
に
つ
い
て
の
記
録
は
あ
ま
り
残
っ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
、
近
年
の
研
究
成
果
と
当
時
の
西
イ

ン
ド
プ
ラ
ン
タ
ー
た
ち
が
残
し
た
記
録
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
議
会
の
議
事
録
な
ど
か
ら
家
族
の
形
を
で
き
る
だ
け
た
ど
っ
て
み
た
い
。
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西
イ
ン
ド
植
民
地
社
会
の
家
族
や
親
族
関
係
が
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
も
の
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
～
八
世
紀
当
時
か
ら
知
ら
れ

て
い
た
。
た
と
え
ば
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
膚
力
プ
ラ
ン
タ
ー
の
一
人
で
あ
り
、
『
ジ
ャ
マ
イ
カ
史
』
を
著
し
た
歴
史
家
と
し
て
も
名
を
残
し
て
い

る
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ロ
ン
グ
は
、
西
イ
ン
ド
生
ま
れ
の
黒
人
た
ち
の
生
活
に
つ
い
て
「
彼
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
（
彼
ら
の
流
儀
で
）
結
婚
し
て
い
る

し
、
そ
れ
以
外
の
親
族
関
係
も
持
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
彼
は
、
「
五
、
六
人
の
妻
と
五
、
六
人
の
夫
が
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ご
と
に

い
て
、
何
か
あ
れ
ば
訪
ね
歩
い
て
助
け
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
記
し
て
お
り
、
奴
隷
た
ち
の
夫
婦
関
係
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
の
一
夫
一

婦
制
と
は
ま
っ
た
く
違
う
形
の
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
彼
は
、
奴
隷
の
離
婚
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
を
祝
う
か
の
よ
う

な
儀
式
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
ほ
か
、
葬
儀
や
子
ど
も
の
名
づ
け
な
ど
に
も
触
れ
て
、
多
く
の
ア
フ
リ
カ
系
黒
人
の
出
身
地
で
あ
る
西
ア
フ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

カ
の
慣
習
が
継
承
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。

　
西
イ
ン
ド
植
民
地
社
会
の
奴
隷
制
社
会
や
家
族
に
つ
い
て
本
格
的
に
研
究
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
～
九
七
〇
年
代
以
降
で
あ
る
。
パ
タ
ー

ソ
ン
の
よ
う
に
、
奴
隷
が
「
家
族
」
を
形
成
し
て
い
た
と
い
う
考
え
方
そ
の
も
の
に
懐
疑
的
な
研
究
者
も
い
る
が
、
最
近
の
研
究
で
は
、
奴
隷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

が
な
ん
ら
か
の
「
家
族
」
や
「
夫
婦
」
関
係
を
築
い
て
い
た
と
い
う
捉
え
方
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
。

　
ヒ
ッ
グ
マ
ン
は
、
ロ
ン
グ
の
よ
う
な
同
時
代
人
や
、
現
在
の
研
究
者
の
多
く
が
想
定
す
る
ほ
ど
奴
隷
の
家
族
が
無
秩
序
で
あ
っ
た
わ
け
で
は

な
い
と
し
て
い
る
。
彼
は
、
奴
隷
の
家
族
に
つ
い
て
の
同
時
代
人
の
記
述
で
は
な
く
、
統
計
的
な
資
料
を
も
と
に
家
族
を
再
現
す
る
と
、
お
よ

そ
三
割
か
ら
半
数
の
奴
隷
た
ち
は
夫
婦
と
子
ど
も
か
ら
な
る
核
家
族
を
構
成
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
と
主
張
す
る
。
た
だ
し
、
必
ず
し
も
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

居
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
も
述
べ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
イ
ギ
リ
ス
領
事
イ
ン
ド
植
民
地
社
会
で
は
、
「
家
族
」
と
い
う
単
位
は
同
居
が
前
提
と
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。
さ
ら
に
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
奴
隷
解
放
前
の
イ
ギ
リ
ス
領
西
イ
ン
ド
で
は
、
奴
隷
が
宗
教
的
に
も
法
的
に
も
正
式
な
か
た
ち
で
「
結

婚
」
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
こ
こ
で
い
う
「
夫
婦
」
や
「
家
族
」
の
つ
な
が
り
は
、
法
的
に
も
宗
教
的
に
も
制
度
化

さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
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奴
隷
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
家
族
の
つ
な
が
り
を
あ
る
程
度
た
ど
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
多
く
は
母
方
に
つ
い
て
で
あ
る
。
奴
隷
の
子
ど

も
の
母
親
に
つ
い
て
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
し
、
母
親
が
い
る
場
合
は
母
親
と
、
何
ら
か
の
事
情
で
い

な
い
場
合
は
母
方
の
祖
母
な
ど
母
系
の
親
族
と
同
居
し
、
育
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
も
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
記
録
か
ら
あ
る
程
度

は
推
測
で
き
る
。
一
方
、
父
親
に
つ
い
て
の
記
録
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
書
類
な
ど
に
も
記
載
の
な
い
こ
と
が
多
い
。
混
血
の
子
ど
も
た
ち

の
姓
か
ら
、
白
人
の
父
親
を
推
測
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
姓
が
必
ず
父
親
の
そ
れ
と
一
致
す
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
男
性
の
奴

隷
が
誰
の
炎
や
父
親
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
「
家
族
」
の
中
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
も
は
っ
き
り
と
は
分
か
ら

な
い
。③

臣
慈
鍵
α
ω
、
じ
」
曙
貰
↓
ぎ
§
ミ
舜
G
篤
ミ
§
気
O
ミ
ミ
M
ミ
9
織
、
ミ
§

　
切
ミ
執
客
G
ミ
§
§
§
き
鴨
春
笥
辱
ミ
駐
レ
ω
門
①
曾
、
い
。
巳
8
篇
お
ピ
召
．
N
1
9
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出
鎮
9
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①
脱
ぎ
ρ
Ω
ミ
帖
尋
お
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N
ミ
§
登
さ
壁
愚
§
貸
M
ミ
G
ミ
§
壁
§
き
鴨

　
寧
軋
執
罫
ミ
軸
轟
§
ミ
帖
§
N
O
Q
動
O
－
』
Q
。
軌
N
O
p
。
ヨ
σ
ユ
昔
ρ
卜
。
O
O
b
o
¶
℃
．
濯
’

③
霞
ゆ
q
三
寸
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§
鳴
㌔
愚
N
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職
ミ
N
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§
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智
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舞
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ピ

④
田
o
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琶
貰
⑦
§
恥
㌔
魯
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§
§
嚇
恥
駄
導
鴨
b
ロ
ミ
蓉
9
暮
貯
§
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薯
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命
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凸
。
。
■

⑤
匹
㈹
ヨ
貰
⑦
§
鳴
℃
§
“
§
凡
§
貸
ミ
卑
§
。
ミ
い
こ
謡
誉
遷
ミ
暁
ミ
N
。
。
O
N
N
。
。
舞

　
囚
ぽ
m
q
。
・
8
鐸
P
蕊
q
　
セ
ン
ト
・
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
が
自
然
増
に
転
じ
る
の
は
一

　
八
二
〇
年
代
半
ば
以
後
で
あ
る
。

　
　
バ
ル
バ
ド
ス
と
バ
ハ
マ
に
共
通
す
る
の
は
、
主
要
な
作
物
が
砂
糖
で
は
な
く
コ

　
ッ
ト
ン
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
白
人
居
住
者
の
割
合
が
砂
糖
植
民
地
に
比
べ
て
高
か

　
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
八
一
〇
年
の
時
点
で
バ
ル
バ
ド
ス
の
白
人
人
口
は
一
六
，

　
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
バ
ハ
マ
は
二
二
，
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
ジ
ャ

　
マ
イ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
砂
糖
植
民
地
の
多
く
で
白
人
人
口
が
四
パ
ー
セ
ン
ト
か

　
ら
六
パ
…
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
Ω
器
①
戸
○
Φ
亀
冨
〉
．
噂
、
，
〉

　
Ω
く
出
ぎ
8
コ
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噌
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Φ
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×
①
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署
ρ
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Φ
拶
や
躍
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⑥
∪
舞
戸
e
．
9
計
〉
ξ
魯
虫
×
一
。
統
計
が
一
七
八
九
年
で
区
切
ら
れ
て
い
る
の

　
は
、
こ
の
前
後
で
奴
隷
の
所
有
者
が
父
か
ら
息
子
に
代
が
わ
り
し
た
た
め
で
あ
る
。

　
　
砂
糖
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
畑
作
業
は
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で

　
も
っ
と
も
多
く
の
労
働
力
が
配
遣
さ
れ
る
作
業
で
あ
り
、
ま
た
、
過
酷
な
労
働
で

　
あ
っ
た
が
、
奴
隷
制
の
改
善
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
時
期
、
こ
こ
で
の
作
業
に
従

　
事
す
る
の
は
、
実
は
男
性
よ
り
女
性
が
多
か
っ
た
こ
と
も
ダ
ン
の
研
究
か
ら
明
ら

　
か
に
な
っ
て
い
る
。
畑
作
業
に
も
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
っ
た
が
、
も
っ
と
も
労

　
働
最
が
多
か
っ
た
と
推
灘
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
の
申
で
女
性
は
、
一
七
七
六
年
か
ら

　
一
七
八
二
年
ま
で
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
三
九
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
四
七
パ
ー
セ
ン
ト

　
の
間
で
変
動
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
七
九
二
年
か
ら
一
入
三
二
年
に
か
け
て

　
は
、
～
七
九
二
年
の
四
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
除
い
て
は
す
べ
て
女
性
が
五
〇
パ
ー
セ

　
ン
ト
以
上
と
な
っ
て
お
り
、
一
入
一
二
年
に
は
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
比
率
が
上

　
昇
し
て
い
る
。
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
全
体
の
男
女
比
も
一
七
六
二
年
に
は
四
四

　
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
八
三
二
年
に
は
五
爵
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
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お
り
、
こ
の
間
、
徐
々
に
上
昇
し
て
い
る
。
∪
駕
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．
e
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欺
〉
署
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隻
×
室
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ま
た
、
畑
作
業
に
限
ら
ず
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
暮
ら
す
奴
隷
の
数
全
体
の

　
中
で
、
女
性
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
の
は
、
平
均
寿
命
が
男
性
よ
り
も
長
か
っ
た
こ

　
と
に
も
よ
る
。
ビ
ッ
グ
マ
ン
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
五
〇
歳
代
以
上
に
な
る
と
、
圧

　
倒
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に
女
姓
の
奴
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の
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が
多
い
。
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Q
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目
口
ぴ
q
ω
け
。
降
レ
8
ρ
薯
■

　
鍵
ら
一
．
ヒ
ッ
グ
マ
ン
は
、
同
居
し
な
い
夫
婦
関
係
が
珍
し
く
な
か
っ
た
の
は
、
プ

　
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
よ
る
が
、
男
性
＝
八
対
女
性
一
〇
〇
と
い
う
よ
う
に
、

　
極
め
て
不
均
衡
な
こ
と
も
多
か
っ
た
た
め
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
枠
を
超
え
て

　
パ
ー
ト
ナ
ー
を
探
す
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
か
ら
と
説
明
し
て
い
る
。
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第
二
章
　
イ
ギ
リ
ス
領
西
イ
ン
ド
植
民
地
に
お
け
る
「
奴
隷
制
改
善
」
の
こ
こ
ろ
み

　
奴
隷
貿
易
が
廃
止
さ
れ
る
前
は
、
イ
ギ
リ
ス
領
西
イ
ン
ド
植
民
地
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
、
労
働
力
は
購
入
す
る
こ
と
が
前
提
で
あ
っ
た
。

一
七
八
八
年
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
有
数
の
プ
ラ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ペ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ド
は
プ
ラ
ン
タ
ー
た
ち
が
女
性
の
奴
隷
た
ち
の

妊
娠
を
避
け
た
が
る
傾
向
に
つ
い
て
「
多
く
の
プ
ラ
ン
タ
ー
た
ち
は
、
女
性
の
奴
隷
た
ち
に
子
ど
も
を
生
ま
せ
た
が
ら
な
い
…
と
い
う
の
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

子
ど
も
た
ち
の
世
話
の
た
め
に
多
大
な
労
力
が
失
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
プ
ラ
ン
タ
ー
た
ち
に
は
、
女
性
の
奴
隷
の
妊
娠
、

出
産
は
、
一
定
期
間
労
働
力
が
失
わ
れ
る
こ
と
、
あ
る
程
度
の
年
齢
に
な
る
ま
で
労
働
力
と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
奴
隷
の
子
ど
も
の
存

在
は
、
余
計
な
「
コ
ス
ト
」
と
映
っ
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
一
八
世
紀
末
の
ア
メ
リ
カ
革
命
に
端
を
発
す
る
大
西
洋
奴
隷
貿
易
の
一
時
的
な
衰
退
と
そ
れ
に
続
く
奴
隷
貿
易
廃
止
運
動
は
、

外
部
か
ら
奴
隷
を
購
入
す
る
こ
と
な
く
彼
ら
の
人
口
を
維
持
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
、
西
イ
ン
ド
植
民
地
の
プ
ラ
ン
タ
ー
た
ち
に
認
識
さ
せ
る
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こ
と
に
な
っ
た
。
同
時
に
、
女
性
の
奴
隷
に
は
彼
女
た
ち
の
「
妊
娠
、
出
産
」
能
力
と
い
う
別
の
価
値
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　
一
八
世
紀
末
に
な
る
と
、
女
性
の
奴
隷
た
ち
に
出
産
を
促
し
、
人
口
を
維
持
す
る
た
め
に
、
西
イ
ン
ド
植
民
地
の
プ
ラ
ン
タ
ー
も
イ
ギ
リ
ス

議
会
も
対
策
を
議
論
し
始
め
て
い
た
。
こ
う
し
た
議
論
で
必
ず
言
及
さ
れ
る
の
が
、
奴
隷
に
対
す
る
「
人
道
的
」
な
扱
い
で
あ
る
。
出
産
を
促

す
た
め
の
「
人
道
的
」
な
具
体
策
と
は
～
体
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ラ
ッ
セ
ル
は
、
バ
ル
バ
ド
ス
の
大
プ
ラ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
庶
民
院
で
も
西
イ
ン
ド
派
の
一
人
と
し
て
活
躍

し
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
、
一
七
八
六
年
に
他
の
プ
ラ
ン
タ
ー
た
ち
と
「
奴
隷
制
の
改
善
」
に
関
す
る
指
針
を
ま
と
め
た
小
冊
子
を
発
行
し
て

い
る
。
こ
の
中
で
は
、
奴
隷
に
対
す
る
「
人
道
的
な
扱
い
」
と
い
う
こ
と
ば
が
何
度
も
使
わ
れ
、
適
切
な
労
働
と
栄
養
摂
取
、
妊
娠
し
た
女
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

た
ち
に
対
す
る
労
働
の
軽
減
な
ど
が
奴
隷
の
人
ロ
増
加
策
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ペ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ド
は
、
著
書
の
中
で
、
長
期
的
に
見
る
と
、
外
部
か
ら
奴
隷
を
購
入
す
る
場
合
よ
り
も
西
イ
ン
ド
植
民
地
で
生
ま
れ
た
子
ど

も
の
ほ
う
が
経
済
的
に
よ
り
高
い
価
値
を
持
つ
と
指
摘
し
、
子
ど
も
の
養
育
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
細
か
な
提
案
を
し
て
い
る
。
彼
は
、
子
ど

も
た
ち
の
養
育
に
対
し
て
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
監
督
や
帳
簿
係
が
よ
り
大
き
な
責
任
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
子
ど

も
た
ち
の
世
話
を
す
る
た
め
に
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
女
性
を
配
置
す
る
な
ど
、
子
ど
も
の
養
育
環
境
の
整
備
の
方
法
に
つ
い
て
も
具
体
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

記
し
て
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
所
有
者
た
ち
の
人
道
的
な
配
慮
の
必
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。

　
一
七
八
八
年
に
な
る
と
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
議
会
が
奴
隷
た
ち
の
生
活
環
境
を
改
善
し
、
人
口
増
加
を
は
か
る
た
め
の
法
律
を
は
じ
め
て
制
定
し

た
。
具
体
的
に
は
、
所
有
者
は
奴
隷
た
ち
に
毎
年
被
服
費
を
与
え
る
こ
と
や
、
奴
隷
が
食
料
を
自
分
た
ち
で
自
給
で
き
る
よ
う
に
、
彼
ら
に
一

定
の
土
地
を
用
意
す
る
こ
と
、
彼
ら
が
黒
身
の
食
料
を
育
て
る
時
問
を
与
え
る
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
奴
隷
た
ち
が
こ
の
よ
う
に
し

て
育
て
た
食
料
品
な
ど
は
日
曜
日
に
開
か
れ
る
市
場
で
奴
隷
た
ち
自
身
の
手
に
よ
り
売
買
さ
れ
、
彼
ら
の
収
入
に
な
っ
て
い
た
。
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
こ
の
規
定
に
の
っ
と
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
ど
う
か
を
監
視
す
る
た
め
に
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
者
に
は
毎
月
報
告
書
の
提

出
を
義
務
付
け
、
違
反
し
て
い
る
場
合
に
は
プ
ラ
ン
タ
ー
に
罰
金
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
奴
隷
が
無
事
出
産
し
た
場
合
に
は
、
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所
有
者
か
ら
母
親
に
は
も
ち
ろ
ん
、
監
督
に
も
新
生
児
～
人
に
つ
き
二
〇
シ
リ
ン
グ
が
支
払
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
所

有
者
に
対
し
て
も
税
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
所
有
者
だ
け
で
は
な
く
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
植
民
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

当
局
も
積
極
的
に
奴
隷
の
人
口
増
加
策
を
支
援
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
奴
隷
の
入
口
を
め
ぐ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
議
会
で
繰
り
返
し
議
論
さ
れ
、
西
イ
ン
ド
植
民
地
で
も
法
律
が
制
定
さ
れ
た
背
景
に
は
、
奴
隷
の
女

性
た
ち
の
高
い
流
産
率
や
死
産
率
、
乳
児
死
亡
率
、
さ
ら
に
は
ア
メ
リ
カ
と
比
べ
て
明
ら
か
に
低
い
出
生
率
に
対
す
る
危
機
感
が
あ
っ
た
。

バ
ー
バ
ラ
・
ブ
ッ
シ
ュ
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
で
は
一
八
世
紀
中
、
妊
娠
し
た
女
性
の
奴
隷
四
、
六
人
に
一
人
し
か
無
事
出
産
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
生
ま
れ
た
子
ど
も
が
二
週
間
以
内
に
死
亡
す
る
確
率
は
八
割
に
上
っ
た
。
こ
の
数
字
は
、
一
九
世
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
入
っ
て
も
五
割
と
非
常
に
高
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
背
景
に
過
酷
な
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
労
働
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。
実
際
、
ウ
ィ
ル
バ
ー
フ
ォ
ー
ス
ら
と
と
も
に
ア
ボ
リ
シ
ョ
ニ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し
た
国
教
会
の
聖
職
者
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ラ
ム
ゼ
ー
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

著
書
の
中
で
イ
ギ
リ
ス
の
女
性
た
ち
の
状
況
と
比
較
し
な
が
ら
奴
隷
の
労
働
を
軽
減
す
る
必
要
性
に
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
八

世
紀
中
は
、
奴
隷
た
ち
の
存
在
の
根
幹
に
か
か
わ
る
「
労
働
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
法
律
的
に
規
制
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
代
わ
り
に
、

一
七
八
八
年
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
法
律
に
は
、
奴
隷
の
栄
養
状
態
を
改
善
す
る
た
め
の
食
糧
確
保
の
方
策
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
先
に
述
べ

た
と
お
り
で
あ
る
。

　
奴
隷
た
ち
の
労
働
軽
減
に
つ
い
て
法
律
的
に
規
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
九
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
一
八
＝
ハ
年
の
法
律
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

は
、
六
人
の
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
母
親
や
養
母
は
、
畑
作
業
や
他
の
過
酷
な
労
働
を
免
除
す
る
と
の
規
定
が
あ
る
。
ま
た
、
法
律
的
な
対
策

と
は
別
に
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
所
有
者
に
よ
っ
て
は
独
自
の
対
策
を
講
じ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
マ
チ
ソ
ン
は
、
自
身
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
産
婦
が
休
息
で
き
る
専
用
の
建
物
を
用
意
し
、
無
事
出
産
し
た
場
合
の
産
婆
の
報
酬
を
引
き
上
げ
た
こ
と
や
、
産
婦
と
新
生
児
に
は
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

地
を
特
別
に
与
え
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
と
記
し
て
い
る
。

　
女
性
の
奴
隷
た
ち
に
対
す
る
出
産
奨
励
策
が
議
論
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
奴
隷
た
ち
自
身
、
妊
娠
、
出
産
に
あ
ま
り
積
極
的
で
は
な
か
っ
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た
こ
と
も
伺
わ
れ
る
。
実
際
、
バ
ー
バ
ラ
・
ブ
ッ
シ
ュ
や
モ
ー
ガ
ン
は
、
女
性
の
奴
隷
や
産
婆
役
の
奴
隷
た
ち
に
よ
る
避
妊
や
中
絶
が
行
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
プ
ラ
ン
タ
ー
た
ち
が
女
性
の
奴
隷
の
妊
娠
に
消
極
的
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
ペ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ド
の
著
書
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

中
に
も
、
「
奴
隷
の
女
性
た
ち
は
～
般
的
に
母
親
に
な
る
こ
と
に
ま
っ
た
く
前
向
き
で
な
い
」
と
、
女
性
の
奴
隷
た
ち
自
身
が
妊
娠
、
出
産
に

消
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
記
述
が
あ
る
。

　
一
九
世
紀
に
は
い
る
と
、
女
性
の
奴
隷
の
出
産
を
促
し
、
奴
隷
の
所
有
者
た
ち
に
も
そ
の
恩
恵
を
も
た
ら
す
奴
隷
法
の
規
定
が
さ
ら
に
拡
充

さ
れ
て
い
く
。
た
と
え
ば
、
一
八
一
六
年
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
奴
隷
法
で
は
、
奴
隷
の
女
性
が
無
事
に
出
産
し
た
場
合
、
所
有
者
は
産
婦
と
産
婆

に
合
わ
せ
て
報
奨
金
三
ポ
ン
ド
を
支
払
う
よ
う
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
一
七
八
八
年
法
に
も
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
女
性
の
奴
隷
の
所
有
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

対
す
る
税
金
等
の
減
額
に
つ
い
て
も
、
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
奴
隷
の
出
産
奨
励
の
た
め
に
出
さ
れ
た
対
策
は
、
物
質
的
な
支
援
が
中
心
で
あ
り
、

奴
隷
の
出
産
と
家
族
の
あ
り
方
を
関
連
付
け
た
議
論
や
対
策
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
。
奴
隷
の
出
産
や
子
育
て
は
、
家
族
の
営
み
の
中
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
女
性
の
奴
隷
た
ち
の
問
題
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
女
性
の
奴
隷
の
出
生
力
向
上
と
将
来
的
な
労
働
力
と
し
て
の
子
ど
も
た
ち
の
価
値
に
関
心
が
向
け
ら
れ
始
め
ら
れ
た
一
八
世
紀
末
ご
ろ
か
ら
、

キ
リ
ス
ト
教
的
規
範
か
ら
す
る
と
乱
れ
た
男
女
関
係
が
女
性
た
ち
の
妊
娠
率
の
低
さ
を
招
い
て
い
る
と
の
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ

を
是
正
す
る
た
め
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
価
値
規
範
を
奴
隷
た
ち
に
広
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
人
び
と
が
現
れ
た
。
イ
ギ
リ

ス
議
会
に
お
い
て
も
、
女
性
の
奴
隷
た
ち
が
出
産
に
消
極
的
な
要
因
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
的
道
徳
に
反
す
る
男
女
関
係
が
槍
玉
に
挙
げ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

た
。
も
っ
と
も
、
批
判
さ
れ
る
の
は
男
性
で
な
く
、
こ
こ
で
も
、
も
っ
ぱ
ら
女
性
で
あ
っ
た
。

　
ウ
ィ
ル
バ
ー
フ
ィ
ー
ス
や
ラ
ム
ゼ
ー
な
ど
の
国
教
会
福
音
派
、
い
わ
ゆ
る
ク
ラ
バ
ム
派
は
、
こ
こ
で
述
べ
て
い
る
奴
隷
制
改
善
を
含
む
反
奴

隷
制
運
動
の
み
な
ら
ず
、
海
外
の
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
へ
の
布
教
に
も
積
極
的
で
あ
っ
た
。
ペ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ド
も
社
会
秩
序
維
持
の
た
め
に
も
、

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
所
有
者
や
監
督
と
奴
隷
た
ち
の
良
好
な
関
係
の
た
め
に
も
す
べ
て
の
奴
隷
た
ち
に
洗
礼
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
を
提
案
し

159 （159）



　
　
⑬

て
い
る
。
た
だ
し
、
西
イ
ン
ド
植
民
地
に
お
け
る
奴
隷
制
改
善
の
こ
こ
ろ
み
は
、
社
会
秩
序
の
維
持
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
労
働
力
確
保
の
た
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維
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。
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お
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第
三
章
　
イ
ギ
リ
ス
領
西
イ
ン
ド
植
民
地
に
お
け
る
奴
隷
の
キ
リ
ス
ト
教
化
と
結
婚
問
題

キ
リ
ス
ト
教
化

イギリス領西インド植罠地における「奴隷制改善」と奴隷の「結婚」問題（並河）

　
も
と
も
と
イ
ギ
リ
ス
領
西
イ
ン
ド
植
民
地
で
は
、
奴
隷
の
ほ
と
ん
ど
は
キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼
は
受
け
て
お
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
式
の
結
婚
も

し
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
ス
ペ
イ
ン
領
や
フ
ラ
ン
ス
領
の
場
合
と
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
奴
隷
制
改
善
に
か
か

わ
っ
た
様
ざ
ま
な
人
が
批
判
し
て
い
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ペ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ド
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
同
じ
地
域
か
ら
、
同
じ
よ
う
に
無
知
の
ま
ま
、
同
じ
よ
う
な
憎
悪
と
恐
怖
を
も
っ
て
フ
ラ
ン
ス
領
の
（
西
イ
ン
ド
植
民
地
の
）
島
々
に
や
っ
て
き
た
奴

隷
た
ち
は
、
皆
、
洗
礼
を
受
け
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
み
な
さ
れ
、
宗
教
に
つ
い
て
教
え
ら
れ
、
き
ち
ん
と
し
た
知
識
を
身
に
つ
け
る
。
結
果
と
し
て
、
彼

ら
は
我
わ
れ
の
奴
隷
た
ち
よ
り
も
従
順
で
お
と
な
し
い
う
え
に
、
も
っ
と
幸
せ
そ
う
だ
。
だ
と
す
れ
ば
、
わ
た
し
た
ち
の
島
で
も
同
じ
肌
の
色
の
人
び
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
、
な
ぜ
同
じ
よ
う
に
す
る
よ
う
後
押
し
し
た
り
支
援
し
た
り
し
な
い
の
だ
ろ
う

　
初
期
の
イ
ギ
リ
ス
領
西
イ
ン
ド
植
民
地
の
プ
ラ
ン
タ
ー
た
ち
は
、
奴
隷
た
ち
を
キ
リ
ス
ト
教
化
す
る
こ
と
に
あ
ま
り
積
極
的
で
は
な
っ
た
。

＝
ハ
八
一
年
、
バ
ル
バ
ド
ス
の
植
民
地
議
会
に
よ
る
「
黒
人
は
野
蛮
で
残
虐
で
あ
り
、
彼
ら
を
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
す
る
の
は
、
ま
っ
た
く
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

っ
て
無
理
で
あ
る
」
と
の
宣
言
は
、
そ
う
し
た
姿
勢
を
よ
く
表
す
も
の
で
あ
る
。
一
五
年
後
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
奴
隷
法
は
、
奴
隷
所
有
者
が
奴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

隷
に
キ
リ
ス
ト
教
の
基
本
を
教
え
、
彼
ら
を
洗
礼
に
備
え
さ
せ
る
よ
う
求
め
て
は
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
…
八
世
紀
に
入
っ
て
も
奴
隷
の
キ

リ
ス
ト
教
化
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
ロ
ン
グ
は
、
北
米
の
先
住
民
た
ち
に
対
す
る
宣
教
師
の
活
動
の
成
果
が
芳
し
く
な
い
こ
と
や
、
西
イ
ン
ド
植
民
地
社
会
に
お
け
る
黒
人
た
ち
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④

の
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
関
心
の
う
す
さ
を
理
由
に
、
彼
ら
の
キ
リ
ス
ト
教
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
懐
疑
的
で
あ
っ
た
。

　
奴
隷
所
有
者
た
ち
が
奴
隷
の
キ
リ
ス
ト
教
化
に
消
極
的
で
あ
っ
た
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
奴
隷
が
改
宗
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
所
有
者
の
権
利

が
制
限
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
マ
ン
ヨ
ニ
は
指
摘
し
て
い
る
。
実
際
、
｝
六
八
○
年
に
ロ
ン
ド
ン
主
教
は
、
「
奴
隷
の
改

宗
に
よ
っ
て
所
有
者
が
現
時
点
で
持
っ
て
い
る
権
限
を
奪
わ
れ
る
と
い
う
プ
ラ
ン
タ
ー
た
ち
の
懸
念
は
根
拠
が
な
い
」
と
宣
雷
し
、
そ
う
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

懸
念
を
払
拭
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
プ
ラ
ン
タ
ー
た
ち
は
奴
隷
の
キ
リ
ス
ト
教
改
宗
に
は
消
極
的
な
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
一
八
世
紀
末
に
な
る
と
、
女
性
の
奴
隷
た
ち
に
出
産
を
促
し
、
奴
隷
人
口
の
維
持
を
実
現
す
る
に
は
、
物
質
的
支
援
や
休
息
の
確

保
と
い
っ
た
労
働
環
境
の
整
備
以
外
に
キ
リ
ス
ト
教
的
モ
ラ
ル
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
が
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
議
会
で
奴
隷
貿
易
を

め
ぐ
り
激
し
い
論
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
た
ア
ボ
リ
シ
ョ
ニ
ス
ト
に
も
西
イ
ン
ド
派
に
も
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
～
八
世
紀
末
、
西
イ
ン
ド
派
の
庶
民
院
議
員
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
エ
リ
ス
は
、
腐
敗
し
た
理
神
論
や
イ
ス
ラ
ム
教
が
ア
フ
リ
カ
人
の
宗
教
に
影
響

を
与
え
て
お
り
、
こ
れ
は
人
口
増
加
に
致
命
的
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
彼
は
、
（
キ
リ
ス
ト
教
的
な
）
モ
ラ
ル
・
リ
フ
ォ
ー
ム
や
日
曜
学
校
、

（
キ
リ
ス
ト
教
式
の
）
結
婚
を
し
た
夫
婦
に
何
ら
か
の
特
別
な
報
酬
を
与
え
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
人
口
が
安
定
し
、
奴
隷
貿
易
が
廃
止
で
き
る

と
の
見
通
し
を
述
べ
て
い
る
。
彼
は
、
出
産
を
促
す
に
は
奴
隷
た
ち
が
一
定
の
文
明
水
準
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
も
述
べ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

キ
リ
ス
ト
教
的
モ
ラ
ル
の
普
及
が
女
性
の
出
産
増
加
に
つ
な
が
る
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。

　
一
九
世
紀
に
な
っ
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
領
西
イ
ン
ド
植
民
地
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
あ
り
方
は
惨
憺
た
る
状
況
で
あ
っ
た
。
国
教
会
の
牧
師
で

あ
り
、
ウ
ィ
ル
バ
ー
フ
ォ
ー
ス
に
も
西
イ
ン
ド
植
民
地
の
情
報
を
提
供
し
て
い
た
ピ
ー
タ
ー
・
マ
ー
ス
デ
ン
は
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
に
つ
い
て
一
七

八
八
年
、
「
各
教
区
に
は
教
会
が
あ
る
も
の
の
、
都
市
部
を
の
ぞ
い
て
、
埋
葬
の
と
き
を
除
く
と
ほ
と
ん
ど
人
が
来
な
い
…
プ
ラ
ン
タ
ー
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ま
っ
た
く
信
仰
心
が
見
ら
れ
な
い
」
と
記
し
て
い
る
。
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ホ
ー
ル
は
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
本
国
と
イ
ギ
リ
ス
領
西
イ
ン
ド
植
民
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

を
指
し
て
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
家
族
の
た
め
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
は
セ
ッ
ク
ス
の
た
め
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
反
奴
隷
制
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た

頃
の
イ
ギ
リ
ス
領
西
イ
ン
ド
植
民
地
社
会
全
体
が
、
キ
リ
ス
ト
教
的
規
範
か
ら
大
き
く
外
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
の
同
時
代
人
の
指
摘
は
、
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枚
挙
に
暇
が
な
い
。
た
と
え
ば
、
マ
リ
ア
・
ヌ
ジ
ャ
ン
は
一
八
〇
一
年
か
ら
一
八
〇
六
年
ま
で
ジ
ャ
マ
イ
カ
総
督
婦
人
と
し
て
ジ
ャ
マ
イ
カ
に

在
住
し
、
イ
ギ
リ
ス
領
西
イ
ン
ド
植
民
地
社
会
に
つ
い
て
の
記
録
を
残
し
た
数
少
な
い
白
人
女
性
で
あ
る
。
彼
女
の
残
し
た
日
記
か
ら
は
、
彼

女
が
本
国
の
奴
隷
貿
易
廃
止
を
め
ぐ
る
議
論
の
行
方
に
大
き
な
関
心
を
払
い
な
が
ら
、
西
イ
ン
ド
植
民
地
の
奴
隷
制
の
将
来
を
見
据
え
て
い
こ

と
た
が
伺
わ
れ
る
。
彼
女
は
、
奴
隷
貿
易
に
関
す
る
庶
民
院
の
議
論
に
つ
い
て
、
奴
隷
の
悲
惨
さ
が
誇
張
さ
れ
て
い
る
と
批
判
的
な
見
解
を
示

し
な
が
ら
、
奴
隷
の
間
に
宗
教
と
秩
序
が
確
立
さ
れ
、
彼
ら
が
礼
儀
正
し
く
行
動
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
奴
隷
貿
易
は
必
要
な
く
な
る

と
述
べ
て
い
る
。
ヌ
ジ
ャ
ン
は
、
奴
隷
た
ち
が
数
多
く
の
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
例
を
挙
げ
て
、
奴
隷
貿
易
に
よ
ら
ず
と
も
奴
隷
の
人
数
は
増

え
て
い
く
は
ず
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
道
筋
を
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
に
「
白
人
は
黒
人
た
ち
の
手
本
と
な
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
の
に
、
そ
う
は
な
っ
て
い
な
い
現
状
に
つ
い
て
、
「
既
婚
未
婚
に
か
か
わ
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
白
人
男
性
は
、
奴
隷
の
女
性
と
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

的
放
蕩
に
ふ
け
っ
て
い
る
」
と
、
困
惑
を
隠
し
て
い
な
い
。

　
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
の
宣
教
師
で
、
｝
八
二
三
年
か
ら
ジ
ャ
マ
イ
カ
で
伝
道
活
動
を
始
め
た
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
マ
ー
セ
ル
・
フ
ィ
リ
ッ
ポ
も
、
「
（
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

人
）
男
性
の
九
割
、
も
っ
と
も
階
層
の
低
い
サ
ー
バ
ン
ト
で
す
ら
現
地
の
女
性
を
伴
侶
と
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
結
婚
に

よ
ら
な
い
男
女
関
係
が
横
行
し
て
い
る
こ
と
に
苦
り
き
っ
て
い
る
。

　
キ
リ
ス
ト
教
的
規
範
か
ら
は
外
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
白
人
た
ち
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
と
の
つ

な
が
り
を
持
っ
て
い
た
が
、
黒
人
（
正
確
に
は
非
白
人
）
の
ほ
と
ん
ど
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
す
ら
な
か
っ
た
。
マ
ー
ス
デ
ン
は
、
キ
リ
ス
ト
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

と
黒
人
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
黒
人
た
ち
が
教
会
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
る
の
は
非
常
に
例
外
的
な
場
合
に
限
ら
れ
る
と
記
し
て
い
る
。

　
西
イ
ン
ド
植
民
地
の
こ
う
し
た
状
況
は
、
教
区
牧
師
を
は
じ
め
と
す
る
聖
職
者
た
ち
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
た
こ
と
が
ひ
と
つ
の
理
由
で

あ
る
。
西
イ
ン
ド
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
独
立
し
た
教
区
は
一
八
二
四
年
ま
で
置
か
れ
て
お
ら
ず
、
ロ
ン
ド
ン
主
教
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
。
一
八

○
○
年
ご
ろ
、
イ
ギ
リ
ス
領
導
イ
ン
ド
植
民
地
で
職
務
に
あ
た
っ
て
い
た
国
教
会
の
牧
師
は
わ
ず
か
に
五
〇
人
ほ
ど
し
か
い
な
か
っ
た
。
ジ
ャ

マ
イ
カ
で
は
一
人
の
聖
職
者
が
一
万
八
○
○
○
人
、
一
八
＝
一
年
の
ト
バ
ゴ
で
は
一
人
あ
た
り
一
万
筋
〇
〇
〇
人
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
に
な
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る
。
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
は
教
区
に
在
住
す
る
牧
師
が
い
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
教
区
教
会
そ
の
も
の
も
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

て
、
牧
師
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
は
一
年
か
二
年
に
一
度
し
か
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
八
世
紀
宋
に
な
る
と
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
本
国
の
非
国
教
徒
た
ち
を
中
心
に
海
外
伝
道
熱
が
高
ま
り
を
み
せ
た
。
先
に
述

べ
た
よ
う
に
、
奴
隷
を
中
心
と
し
た
非
白
人
に
も
キ
リ
ス
ト
教
を
布
教
す
る
べ
き
で
あ
る
と
の
認
識
が
強
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
イ
ギ
リ

ス
領
西
イ
ン
ド
植
民
地
で
も
非
白
人
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
教
布
教
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
、
奴
隷
を
は
じ
め
と
す
る
非
白
人
に
対
す
る
キ

リ
ス
ト
教
布
教
は
、
非
国
教
会
系
の
宣
教
師
た
ち
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
本
国
で
は
、
～
八
世
紀
中
に
社
会
的
な
影
響
力
を
強
め
て
い
た
非
国
教
徒
た
ち
が
、
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て

海
外
伝
道
教
会
を
相
次
い
で
設
立
し
た
。
代
表
的
な
も
の
は
、
一
七
九
二
年
設
立
の
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
伝
道
協
会
、
一
七
九
五
年
の
ロ
ン
ド
ン
伝

道
協
会
、
一
八
一
三
年
の
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
伝
道
協
会
、
一
八
二
五
年
の
プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ン
伝
道
協
会
な
ど
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う

な
新
し
い
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
協
会
の
活
動
に
携
わ
っ
た
人
び
と
を
、
福
音
王
義
者
と
呼
ぶ
。
こ
う
し
た
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
教
会
が
、
最
初
の
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

道
地
と
し
て
選
ん
だ
地
域
の
ひ
と
つ
が
イ
ギ
リ
ス
領
西
イ
ン
ド
植
民
地
で
あ
っ
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
領
西
イ
ン
ド
植
民
地
に
お
い
て
、
奴
隷
を
は
じ
め
と
す
る
非
白
人
を
対
象
に
最
初
に
本
格
的
な
布
教
を
始
め
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ

の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
生
ま
れ
の
元
奴
隷
で
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ラ
イ
ル
で
あ
る
。
彼
は
　
七
八
四
年
に
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
キ
ン
グ
ス
ト
ン
で

野
外
説
教
を
開
始
し
た
。
ほ
ど
な
く
、
八
○
○
人
信
徒
を
集
め
る
ま
で
に
な
り
、
一
七
九
三
年
に
は
最
初
の
教
会
を
建
て
た
。
ラ
イ
ル
や
そ
の

教
え
を
受
け
て
新
た
に
説
教
を
始
め
た
人
び
と
な
ど
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
か
ら
の
経
済
的
な
支
援
を
受
け
つ
つ
、
伝
道
活
動
を
継

　
　
　
　
　
⑭

続
し
て
い
っ
た
。

　
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
も
ト
マ
ス
・
コ
ー
ク
が
｝
七
八
九
年
に
布
教
活
動
を
開
始
し
た
。
ト
マ
ス
・
コ
ー
ク
は
、
ジ
ョ
ン
・
ウ
ェ
ス
レ
ー
に
出
会
い
、

国
教
会
の
牧
師
か
ら
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
の
聖
職
者
に
転
向
し
、
ウ
ェ
ス
レ
ー
か
ら
は
じ
め
て
聖
職
者
と
認
め
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
、
師
で

あ
る
ジ
ョ
ン
・
ウ
ェ
ス
レ
ー
に
な
ら
っ
て
イ
ギ
リ
ス
内
外
を
幅
広
く
巡
回
し
て
説
教
を
行
っ
た
。
西
イ
ン
ド
も
た
び
た
び
訪
れ
た
地
の
ひ
と
つ
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で
あ
る
。
彼
の
説
教
を
聞
き
に
集
っ
た
人
び
と
の
中
に
は
、
奴
隷
で
あ
る
里
…
人
や
混
血
だ
け
で
な
く
、
白
人
も
含
ま
れ
て
い
た
。
最
初
の
説
教

で
は
黒
人
が
二
〇
〇
人
、
白
人
は
四
〇
〇
人
も
集
ま
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
白
人
た
ち
か
ら
の
妨
害
も
あ
っ
た
が
、
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
の
会

衆
は
こ
の
後
も
順
調
に
増
加
し
て
い
っ
た
。
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
の
会
衆
た
ち
は
、
自
由
黒
人
お
よ
び
混
血
が
多
か
っ
た
こ
と
が
特
色
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。
タ
ー
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
　
八
〇
三
年
の
会
衆
の
内
訳
は
、
白
人
一
四
、
混
血
九
八
、
黒
人
四
一
八
　
自
由
人
　
二
四
六
、
奴
隷
　
二
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

四
　
男
性
　
二
〇
一
、
女
性
三
二
九
と
な
っ
て
い
る
。

　
ラ
イ
ル
は
、
奴
隷
が
洗
礼
を
受
け
る
こ
と
を
望
ん
だ
場
合
、
所
有
者
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
を
条
件
に
し
て
い
た
。
ラ
イ
ル
に
限
ら
ず
、
こ

の
時
期
に
西
イ
ン
ド
植
民
地
で
活
動
し
た
宣
教
師
た
ち
の
多
く
は
、
キ
リ
ス
ト
教
布
教
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
を
最
優
先
に
し
て
お
り
、
プ
ラ

ン
タ
ー
た
ち
と
の
摩
擦
を
避
け
る
た
め
に
も
、
奴
隷
制
の
是
非
に
踏
み
込
む
よ
う
な
発
言
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
西
イ
ン
ド
で
の
伝

道
活
動
の
た
め
に
宣
教
師
を
派
遣
し
、
経
済
的
な
支
援
を
し
て
い
た
伝
道
協
会
の
本
部
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
か
れ
て
い
た
。
こ
ち
ら
も
西
イ
ン
ド

に
宣
教
師
を
派
遣
す
る
に
あ
た
り
、
政
治
的
な
問
題
に
介
入
せ
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
布
教
に
の
み
専
念
す
る
よ
う
指
示
し
て
、
奴
隷
制
の
問
題
に

は
介
入
し
な
い
よ
う
釘
を
刺
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ウ
ェ
ス
リ
ア
ン
・
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
伝
道
協
会
は
「
あ
な
た
方
の
唯
一
の
仕
事
は
、
奴
隷

た
ち
の
道
徳
と
信
仰
心
の
向
上
で
あ
る
。
た
だ
し
、
公
的
に
も
私
的
に
も
彼
ら
の
権
利
状
態
に
は
一
切
か
か
わ
ら
な
い
こ
と
」
と
の
指
示
を
出

　
　
　
⑯

し
て
い
る
。

　
国
教
会
に
は
一
六
九
九
年
設
立
の
キ
リ
ス
ト
教
知
識
普
及
協
会
（
S
P
C
K
）
と
一
七
〇
一
年
設
立
の
福
音
普
及
協
会
（
S
P
G
）
と
い
う
二

つ
の
伝
道
協
会
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
両
者
と
も
に
、
海
外
の
イ
ギ
リ
ス
人
に
対
す
る
宗
教
サ
ー
ビ
ス
が
活
動
の
中
心
で
あ
り
、
一
九
世
紀
初

め
の
時
点
で
は
、
非
白
人
へ
の
キ
リ
ス
ト
教
布
教
に
は
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
。
S
P
G
は
、
西
イ
ン
ド
に
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
所
有
し
て

お
り
、
こ
の
中
で
は
奴
隷
に
対
し
て
キ
リ
ス
ト
教
的
な
規
範
に
基
づ
い
た
運
営
を
行
っ
て
い
た
が
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
外
側
で
キ
リ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

教
の
布
教
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
国
教
会
系
の
伝
道
協
会
と
し
て
、
西
イ
ン
ド
植
民
地
で
奴
隷
た
ち
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
教
布

教
活
動
を
行
っ
た
の
は
、
非
国
教
会
系
の
伝
道
協
会
と
同
時
期
に
設
立
さ
れ
た
国
教
会
伝
道
協
会
（
C
M
S
）
で
あ
る
。
C
M
S
は
、
反
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隷165 （165）



制
運
動
の
旗
手
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
本
国
で
活
躍
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
バ
ー
フ
ォ
ー
ス
を
は
じ
め
と
す
る
ク
ラ
バ
ム
派
と
よ
ば
れ
る
国
教

会
福
音
派
の
人
び
と
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。
C
M
S
の
初
期
の
活
動
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
反
奴
隷
制
運
動
と
密
接
に
リ
ン
ク
し
て
お
り
、
最
初
の

活
動
地
は
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
、
次
に
伝
道
地
と
し
て
開
拓
さ
れ
た
の
が
大
西
洋
の
反
対
側
の
西
イ
ン
ド
植
民
地
で
あ
っ
た
。
～
八
＝
二
年
に
ア
ン

テ
ィ
グ
ア
で
活
動
す
る
宣
教
師
を
支
援
し
て
以
来
、
西
イ
ン
ド
植
民
地
の
各
地
に
学
校
を
作
っ
て
子
ど
も
を
含
む
奴
隷
へ
の
教
育
活
動
を
始
め

た
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
正
式
に
拠
点
を
構
え
る
の
は
一
八
二
〇
年
の
バ
ル
バ
ド
ス
が
は
じ
め
て
で
あ
る
が
、
西
イ
ン
ド
で
の
活
動
は
、
日
曜
学
校

な
ど
で
の
宗
教
教
育
が
主
体
で
あ
っ
た
こ
と
、
こ
う
し
た
教
育
事
業
は
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
聖
書
協
会
や
日
曜
学
校
協
会
と
の
連
携
の
上
で
行
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

れ
て
い
た
こ
と
が
C
M
S
の
報
告
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
C
M
S
は
、
内
外
聖
書
協
会
や
非
国
教
会
系
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
柔
軟
に
連
携
す
る
の
が
活
動
の
特
色
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
ジ
ャ
マ
イ
カ
に
は

内
外
聖
書
協
会
の
支
部
が
一
八
一
二
年
に
設
立
さ
れ
て
い
る
が
、
聖
書
協
会
は
各
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
聖
書
を
配
布
し
、
彼
ら
の
学
校
運
営
を
支
援

し
た
。
主
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
活
動
を
ま
と
め
て
報
告
す
る
年
報
に
も
、
聖
書
協
会
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
の
協
力
関
係
に
つ
い
て
早
く
か
ら
報
告

　
　
　
　
⑲

さ
れ
て
い
る
。
布
教
の
具
体
的
手
段
と
し
て
聖
書
協
会
が
聖
書
を
配
り
、
内
外
学
校
協
会
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
学
校
を
設
立
し
て
聖
書
の
読
み
方

を
教
え
る
と
い
う
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
で
も
ワ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ス
の
人
び
と
を
対
象
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
初
等
学
校
教
育
運
動
で
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

践
さ
れ
て
い
た
も
の
と
同
じ
手
法
が
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
と
ほ
ぼ
同
時
進
行
で
西
イ
ン
ド
植
民
地
で
も
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う

な
イ
ギ
リ
ス
内
外
の
リ
フ
ォ
ー
ム
活
動
を
通
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
に
散
在
し
て
い
た
運
動
の
担
い
手
が
全
国
的
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
、

ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
と
し
て
凝
集
し
て
い
っ
た
こ
と
、
そ
の
過
程
で
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
政
治
参
加
や
公
的
な
活
動
に
大
き
な
制
約
が
あ
っ
た
非

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

国
教
徒
た
ち
が
社
会
的
な
影
響
力
を
獲
得
し
て
い
っ
た
こ
と
も
多
く
の
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
反
奴
隷
制
運
動
は
、
こ
う
し
た
福
音
主

義
的
リ
フ
ォ
ー
ム
運
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ク
ラ
バ
ム
派
と
非
国
教
徒
た
ち
が
協
調
し
て
活
動
す
る
場
と
な
っ
て
い
た
。

　
西
イ
ン
ド
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
社
会
の
実
現
に
向
け
た
法
整
備
も
進
ん
で
い
っ
た
。
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
場
合
、
一
八
＝
ハ
年
の
法
律
で
、
奴

隷
の
所
有
者
や
監
督
ら
白
人
た
ち
に
、
奴
隷
が
キ
リ
ス
ト
教
に
触
れ
、
洗
礼
を
受
け
る
よ
う
促
す
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
法
律
で
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土
曜
日
の
夜
七
時
か
ら
月
曜
日
の
朝
五
時
ま
で
は
奴
隷
を
働
か
せ
る
こ
と
を
禁
止
し
、
奴
隷
た
ち
も
日
曜
日
の
礼
拝
が
行
わ
れ
て
い
る
時
間
に

は
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
閉
鎖
す
る
よ
う
求
め
る
な
ど
、
西
イ
ン
ド
植
民
地
社
会
に
キ
リ
ス
ト
教
的
な
習
慣
を
根
付
か
せ
る
た
め
の
規
定
も
設
け
ら
れ

　
　
⑫

て
い
る
。

ニ
　
イ
ギ
リ
ス
領
西
イ
ン
ド
植
民
地
の
奴
隷
と
キ
リ
ス
ト
教
的
「
結
婚
」

　
と
こ
ろ
で
、
西
イ
ン
ド
植
民
地
の
場
合
、
キ
リ
ス
ト
教
的
モ
ラ
ル
の
普
及
の
大
き
な
目
標
は
西
イ
ン
ド
黒
鉱
地
の
人
口
維
持
で
あ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
で
は
出
産
や
子
育
て
な
ど
の
前
提
と
さ
れ
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
的
な
「
結
婚
」
、
あ
る
い
は
「
家
族
」
に
つ
い
て
は
、

一
八
二
〇
年
代
初
頭
ま
で
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
記
録
の
中
に
わ
ず
か
し
か
み
あ
た
ら
な
い
。

　
一
八
一
九
年
の
C
M
S
の
報
告
書
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
式
の
結
婚
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
報
告
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
開
始
以

来
～
八
一
九
年
ま
で
C
M
S
が
執
り
行
っ
た
結
婚
は
わ
ず
か
四
件
し
か
な
か
っ
た
。
こ
の
報
告
書
に
は
、
「
奴
隷
は
結
婚
と
い
う
契
約
を
結
ぶ

こ
と
が
で
き
な
い
、
ま
た
、
所
有
者
の
許
可
な
く
結
婚
は
で
き
な
い
と
の
植
民
地
歯
周
が
長
ら
く
出
し
て
い
た
兇
解
に
は
、
な
ん
ら
法
的
根
拠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

が
な
い
こ
と
を
当
周
が
認
め
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
」
と
の
記
述
も
み
ら
れ
る
。

　
じ
つ
は
、
イ
ギ
リ
ス
領
の
奴
隷
た
ち
に
は
結
婚
に
関
す
る
明
確
な
法
的
規
定
が
な
か
っ
た
。
奴
隷
は
所
有
者
の
所
有
物
で
あ
る
た
め
、
「
結

婚
」
と
い
う
契
約
を
結
ぶ
主
体
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
セ
シ
リ
ア
・
グ
リ
ー
ン
は
、
バ
ハ
マ
の
教
区
牧
師
、
ジ
ョ
ン
・
ス
テ
イ
ー
ヴ
ン
が
イ
ギ
リ
ス
論
賛
イ
ン
ド
植
民
地
の
奴
隷
た
ち
の
結
婚
の
法

律
的
な
解
釈
に
つ
い
て
、
植
民
地
の
司
法
長
官
ワ
イ
リ
ー
と
一
八
…
四
年
か
ら
一
八
一
六
年
に
か
け
て
交
わ
し
た
議
論
を
分
析
し
て
い
る
。

　
ス
テ
イ
ー
ヴ
ン
師
が
確
認
し
た
か
っ
た
の
は
、
ま
ず
、
奴
隷
は
イ
ギ
リ
ス
の
法
に
照
ら
し
て
結
婚
す
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
、
そ
し
て
、

奴
隷
が
所
有
者
の
許
可
を
得
て
結
婚
し
た
場
合
、
そ
れ
は
奴
隷
が
自
由
を
主
張
す
る
根
拠
と
な
り
う
る
の
か
の
二
つ
で
あ
る
。

　
ス
テ
イ
ー
ヴ
ン
師
自
身
は
、
「
結
婚
」
は
神
が
与
え
た
自
然
権
で
あ
り
、
教
会
が
宗
教
的
に
そ
れ
を
神
聖
な
も
の
と
認
め
、
文
明
社
会
で
は
法
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的
に
そ
れ
が
推
奨
さ
れ
、
規
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。

　
奴
隷
も
神
の
も
と
で
は
自
由
人
と
同
じ
立
場
で
あ
る
た
め
、
奴
隷
に
も
結
婚
は
認
め
ら
れ
る
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
所
有
者
の
権
利
を
侵

す
も
の
で
は
な
い
と
い
う
の
が
ス
テ
イ
ー
ヴ
ン
師
の
立
場
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
結
婚
」
は
宗
教
的
な
契
約
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
法
的
な
契
約

で
も
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
司
法
長
富
の
ワ
イ
リ
ー
は
、
「
結
婚
」
は
法
的
な
契
約
で
あ
る
た
め
、
法
律
的
な
立
場
を
認
め
ら
れ
て
い
な
い
奴
隷
に
は
結
婚

は
原
則
と
し
て
不
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
所
有
者
の
許
可
が
あ
れ
ば
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
は
奴
隷
の
解
放
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
と
の
解
釈
を
示
し
た
。

　
一
九
世
紀
初
頭
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
巽
西
イ
ン
ド
植
民
地
社
会
は
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
と
は
法
的
に
も
、
宗
教
的
に
も
文
化
的
に
も
異
な
る
場
所

だ
っ
た
。
一
七
七
二
年
の
サ
マ
セ
ッ
ト
判
決
の
影
響
が
及
ぶ
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ハ
ー
グ
レ
イ
ヴ
は
、
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

の
法
律
は
ア
メ
リ
カ
植
民
地
や
他
の
国
の
奴
隷
制
に
は
適
用
さ
れ
な
い
」
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
ス
ペ
イ
ン
や
フ
ラ
ン
ス
の
奴
隷
法
と
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
る
。
セ
シ
リ
ア
・
グ
リ
ー
ン
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
場
合
、
植
位
地
の
法

は
本
国
の
も
の
に
統
合
さ
れ
て
い
た
た
め
、
奴
隷
に
関
す
る
法
律
も
本
国
の
法
と
の
整
合
性
が
保
た
れ
て
お
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
の
関
係

も
明
確
で
あ
っ
て
、
奴
隷
の
結
婚
は
、
教
会
に
よ
っ
て
も
法
律
的
に
も
奴
隷
の
権
利
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
。
一
方
、
イ
ギ
リ
ス
領
の
場
合
、

奴
隷
は
所
有
者
の
所
有
物
と
し
て
の
立
場
が
優
先
さ
れ
る
た
め
、
自
由
人
に
の
み
認
め
ら
れ
る
契
約
や
所
有
の
権
利
は
奴
隷
に
は
認
め
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

こ
な
か
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
。

　
一
八
二
〇
年
代
に
な
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
幽
趣
イ
ン
ド
植
民
地
で
も
奴
隷
の
結
婚
に
つ
い
て
の
法
的
な
整
備
が
進
ん
で
い
っ
た
。
一
八
二
三
年

五
月
、
イ
ギ
リ
ス
の
庶
民
院
に
お
い
て
反
奴
隷
制
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
ウ
ィ
ル
バ
ー
フ
ォ
ー
ス
は
、
奴
隷
所
有
者
の
利
益
に
と
っ
て
も
、

宗
教
的
に
も
人
道
的
に
も
奴
隷
に
結
婚
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
は
異
常
な
事
態
で
あ
り
、
奴
隷
の
人
口
増
加
の
た
め
に
は
キ
リ
ス
ト
教
式
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

結
婚
を
認
め
る
こ
と
が
も
っ
と
も
効
果
的
で
あ
る
と
し
て
、
法
的
な
整
備
を
進
め
る
よ
う
決
議
案
を
出
し
た
。
西
イ
ン
ド
派
の
ロ
ー
ズ
な
ど
も
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こ
の
決
議
案
に
同
調
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
イ
ギ
リ
ス
領
西
イ
ン
ド
の
各
植
民
地
に
お
け
る
法
整
備
が
進
む
こ
と
に
な
っ
た
。
ジ
ャ
マ
イ

カ
や
バ
ル
バ
ド
ス
で
は
、
一
八
二
六
年
、
奴
隷
の
結
婚
が
法
律
的
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
た
と
え
ば
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
奴
隷
法
で
は
、
｛
八
二
六
年
に
、
洗
礼
を
受
け
た
奴
隷
に
つ
い
て
は
国
教
会
の
聖
職
者
が
認
め
た
場
合
、
国
教

会
の
儀
式
に
よ
り
結
婚
す
る
権
利
を
法
的
に
認
め
る
こ
と
が
明
文
化
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
と
き
は
、
非
国
教
会
の
牧
師
に
よ
る
結
婚
は
正

式
な
も
の
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
結
婚
し
よ
う
と
す
る
奴
隷
は
所
有
者
か
ら
の
結
婚
許
可
を
書
面
で
も
ら
う
こ
と
が
条
件
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
結
婚
の
規
定
に
続
い
て
、
家
族
に
つ
い
て
、
「
夫
と
妻
と
そ
の
子
ど
も
か
ら
な
る
家
族
は
、
原
則
と
し
て
ば
ら
ば
ら
に
売
買
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
こ
と
を
禁
じ
る
」
と
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
法
的
な
規
定
と
は
別
に
、
一
八
二
〇
年
代
に
な
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
式
の
結
婚
を
す
る
奴
隷
が
増
え
て
い
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
一

八
二
一
年
か
ら
一
八
二
五
年
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
三
三
万
人
の
奴
隷
に
対
し
て
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
伝
道
協
会
は
、
二
四
九
三
件
の
結
婚
を
執
り
行
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

た
こ
と
が
庶
民
院
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
西
イ
ン
ド
植
民
地
の
奴
隷
は
一
八
三
三
年
一
二
月
の
法
律
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
六
歳
以
下
の
子
ど
も
を
除
き
、
ほ
と

ん
ど
の
奴
隷
が
一
定
期
間
、
徒
弟
と
し
て
も
と
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
奴
隷
解
放
法
に
伴
い
、
奴
隷

た
ち
の
結
婚
の
障
害
と
な
っ
て
い
た
、
所
有
者
の
書
面
に
よ
る
許
可
や
聖
職
者
に
よ
る
厳
格
な
審
査
が
撤
廃
さ
れ
、
徒
弟
制
導
入
の
初
年
度
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
国
教
会
で
一
七
二
四
件
も
の
結
婚
が
執
り
行
な
わ
れ
た
。

　
法
的
に
結
婚
が
認
め
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
さ
て
お
き
、
一
夫
一
婦
制
的
な
結
婚
の
形
態
は
キ
リ
ス
ト
教
布
教
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
領
の

西
イ
ン
ド
植
民
地
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
的
モ
ラ
ル
の
普
及
は
、
西
イ
ン
ド
植
民
地
改
革
の
主

眼
で
あ
っ
た
奴
隷
の
女
性
た
ち
の
出
産
を
促
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
た
し
か
に
、
一
八
二
〇
年
代
か
ら
一
八
三
〇
年
代
に
か
け
て
キ
リ
ス
ト
教
条
の
結
婚
を
す
る
奴
隷
が
増
加
し
た
。
も
っ
と
も
、
イ
ギ
リ
ス
領

西
イ
ン
ド
植
民
地
の
奴
隷
た
ち
す
べ
て
が
キ
リ
ス
ト
教
式
の
結
婚
を
受
容
す
る
ま
で
に
は
か
な
り
の
時
間
を
要
し
た
。
奴
隷
の
女
性
た
ち
が
キ
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リ
ス
ト
教
式
の
結
婚
に
そ
れ
ほ
ど
前
向
き
で
な
か
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
式
結
婚
を
導
入
す
る
目
的
は
、
女
性
の
奴
隷

た
ち
の
出
産
促
進
で
あ
っ
た
が
、
当
の
奴
隷
の
女
性
た
ち
自
身
が
結
婚
に
も
出
産
に
も
前
向
き
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ア
ル
テ
ィ
ン
ク
を
は
じ
め
多
く
の
研
究
者
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
夫
婦
関
係
は
、
女
性
に
対
し
て
奴
隷
の
所
有
者
以
外
に
夫
と
い
う
も
う
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

人
の
主
人
を
与
え
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
映
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
式
の
結
婚
が
法
的
な
効
力
を
持
つ
よ
う
に
な
る
前
か
ら
、

奴
隷
の
男
女
は
比
較
的
安
定
し
た
事
実
上
の
夫
婦
関
係
を
築
い
て
い
た
が
、
必
ず
し
も
同
居
が
前
提
と
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
男

女
は
主
従
関
係
に
は
な
く
、
互
い
に
独
立
し
た
存
在
で
あ
っ
た
。
ロ
ン
グ
の
、
奴
隷
た
ち
の
問
で
行
わ
れ
る
「
離
婚
」
を
祝
う
儀
式
に
つ
い
て
の

言
及
か
ら
は
、
意
に
沿
わ
な
い
関
係
を
続
け
る
の
で
は
な
く
、
男
性
だ
け
で
は
な
く
、
女
性
の
側
か
ら
も
夫
婦
関
係
を
終
わ
ら
せ
る
自
由
が
あ

っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
し
か
し
、
妻
が
夫
に
従
属
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
式
の
結
婚
は
、
女
性
に
と
っ
て
は
自
由
や
経

済
的
な
自
立
を
奪
う
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
一
九
世
紀
後
半
に
な
っ
て
も
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
は
キ
リ
ス
ト
教
会
の
統
制
が
及
ば
な
い
人
口
が
四
割
近
く
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
イ

ギ
リ
ス
領
西
イ
ン
ド
植
芯
地
の
他
の
地
域
も
さ
ほ
ど
状
況
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
し
、
非
嫡
出
子
の
割
合
が
き
わ
め
て
高
か
っ
た
。
オ
ル
ト
マ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ヨ
は
、
西
イ
ン
ド
植
民
地
社
会
は
二
〇
世
紀
に
は
い
る
ま
で
非
嫡
出
子
の
比
率
が
極
め
て
高
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
方
、
ヒ
ッ
グ

マ
ン
は
、
奴
隷
た
ち
の
夫
婦
関
係
は
比
較
的
安
定
し
て
い
た
と
主
張
し
て
い
る
の
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
西
イ
ン
ド
植
民

地
社
会
の
人
び
と
は
、
宗
教
的
な
あ
る
い
は
法
的
な
制
度
に
は
捕
ら
わ
れ
な
い
形
で
、
自
分
た
ち
の
生
活
を
築
き
上
げ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
女
性
た
ち
は
、
反
奴
隷
制
運
動
に
お
い
て
、
女
性
の
奴
隷
た
ち
が
母
親
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
な
い
こ
と
を
非
人
道
的

で
あ
る
と
非
難
し
た
。
し
か
し
、
西
イ
ン
ド
植
民
地
社
会
の
女
性
た
ち
に
と
っ
て
は
、
男
性
と
か
わ
ら
な
い
労
働
を
求
め
ら
れ
る
上
に
母
親
と

し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
責
務
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
は
、
負
担
で
し
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
書
結
婚
に
こ
め
ら
れ
た
ジ
ェ
ン

ダ
ー
役
割
は
、
そ
れ
を
西
イ
ン
ド
に
持
ち
込
ん
だ
イ
ギ
リ
ス
の
福
音
主
義
者
に
と
っ
て
は
大
前
提
で
あ
り
、
普
逓
的
な
も
の
と
し
て
キ
ザ
ス
ト

教
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
と
お
し
て
イ
ギ
リ
ス
内
外
に
普
及
を
は
か
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
西
イ
ン
ド
の
女
性
の
奴
隷
が
置
か
れ
て
い
た
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環
境
で
は
彼
女
た
ち
に
と
っ
て
受
け
入
れ
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。

　
ダ
ン
に
よ
れ
ば
、
一
八
〇
九
年
か
ら
一
八
六
三
年
ま
で
の
間
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
子
ど
も
が

い
な
い
女
性
は
母
集
団
二
七
六
人
の
う
ち
｝
四
七
人
と
実
に
半
数
を
超
え
て
い
る
。
奴
隷
の
女
性
ひ
と
り
あ
た
り
の
子
ど
も
の
数
は
、
わ
ず
か

に
一
、

　
　
　
　
　
　
⑳

三
人
で
あ
っ
た
。

①
ω
Φ
。
評
8
a
‘
曾
．
Q
計
p
卜
。
繕

②
9
量
9
。
器
r
箔
。
民
σ
戸
戸
O
冨
H
多
ζ
舞
旨
ぴ
q
Φ
餌
a
冨
ひ
q
裁
毒
血
昌
ヨ
夢
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じ
u
葺
6
『
芝
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ω
二
巳
陣
Φ
ω
乞
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①
笛
窪
夢
壁
鳥
日
≦
2
戯
①
昏
O
Φ
口
け
霞
δ
ω
、
尊
く
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遂
焦

　
導
鳴
掛
§
誉
噛
く
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ド
b
。
冥
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』
¶
H
ゆ
㊤
N
P
峯
P

③
ぴ
。
お
e
■
9
貸
＜
o
鼠
噛
○
。
o
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■
国
も
P
お
O
ム
㊤
財

④
き
凡
3
b
ご
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興
ω
も
・
愈
ρ

⑤
耕
鋤
曙
。
導
｝
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ω
①
総
力
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噂
．
穿
総
構
該
露
量
直
傭
£
℃
p
・
g
§
ω
ぎ
O
践
び
び
①
雪

　
聞
四
巨
ξ
ω
8
α
置
ω
”
〉
鷺
①
些
。
飢
。
δ
職
。
鼠
国
図
2
崩
¢
ρ
、
ム
“
国
導
ミ
魯
ミ
轟
勘
亀
く
。
ド
b
。
N

　
客
ρ
ド
一
〇
G
o
ρ
P
ゆ
㎝
、
勺
O
詳
2
ω
¶
b
σ
Φ
一
一
9
’
エ
⑦
ミ
ミ
§
吻
㌔
、
ミ
昏
ぎ
犠
鰹
§
ミ
㌧
書

　
ミ
引
導
。
ミ
融
職
の
8
暗
電
影
、
き
鴨
㌔
§
§
職
ミ
駄
O
o
魯
鴨
こ
鳶
き
ミ
下
馬
き
＼
鍵

　
謡
咋
憲
Q
受
謡
ミ
§
鳴
誘
鴨
建
§
ミ
㌧
鑓
§
導
俺
ミ
ミ
審
O
ミ
ミ
q
瀞
市
警
さ
遣
－
壁

　
じ
口
。
翼
§
等
暁
§
、
豪
勢
§
麸
ミ
”
N
謎
魯
　
い
。
雛
鳥
。
戸
寒
Q
。
ω
．
薯
．
ω
同
一
ω
O
ω
．

⑥
ぎ
ミ
§
§
§
塁
§
な
曙
黛
寧
お
N
§
ミ
》
ミ
討
嚇
ぎ
肉
ミ
§
凶
猛
§
巧
む
㌧
ぎ

　
寄
ミ
N
o
。
0
9
区
×
蚤
同
H
レ
お
刈
－
H
ヨ
。
。
、
ピ
書
畠
。
炉
∩
9
ω
b
鰹
ふ
の
．

⑦
岡
岬
ω
留
芦
℃
①
8
B
き
N
冨
g
。
N
ミ
易
き
鴨
鋤
§
ミ
駄
冒
ミ
ミ
q
ミ
ミ
ミ

　
肉
亀
鴨
ミ
ミ
嵩
§
ミ
俺
↓
、
ミ
咋
ミ
§
斜
○
題
愚
ミ
馬
§
、
自
、
ミ
㌔
ミ
ミ
無
§
恥
ミ
、
ぎ

　
の
、
§
舞
8
a
8
レ
刈
Q
。
Q
。
、
冒
．
邑
．

⑧
口
9
。
簿
e
6
鋒
も
．
刈
卜
。
・

⑨
雲
量
①
昇
ζ
巴
ρ
①
α
．
芝
「
戯
げ
ρ
雷
三
p
貯
書
き
驚
ミ
¢
冒
国
ミ
ミ
U
o
巳
o
p

　
一
Q
。
9
。
9
幻
①
買
ぎ
ρ
困
冒
o
q
。
・
8
路
”
卜
。
O
O
蝉
b
O
．
躍
刈
1
に
。
。
　
彼
女
は
、
西
イ
ン
ド
植
民
地

　
の
奴
隷
た
ち
の
待
遇
は
お
お
む
ね
良
好
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
奴
隷
制
度
そ
の
も

　
の
を
否
定
す
る
立
場
は
と
っ
て
い
な
い
。

⑩
雷
湯
量
ρ
冒
ヨ
の
ω
竃
霞
ω
帰
一
■
智
§
帆
§
寡
建
象
§
ミ
、
§
§
酢
の
欝
貫

　
℃
盛
巴
①
σ
瓦
ρ
日
。
。
鼻
⑳
や
㎝
卯

⑪
ζ
母
巴
①
ダ
e
．
Ω
猶
℃
畦

⑫
9
鉦
0
8
＃
≧
冨
μ
竈
帖
9
軸
ミ
隷
§
、
ぎ
き
累
⇒
ミ
§
い
。
巳
。
箒
統
㊤
。
。
も
．

　
ミ
噛
℃
P
累
1
㎝
Q
。

⑬
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
福
音
主
義
的
伝
道
協
会
の
設
立
に
つ
い
て
は
拙
稿
、
門
ク

　
ラ
バ
ム
派
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
リ
フ
ォ
ー
ム
運
動
ー
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
の
あ
た
ら
し

　
い
パ
タ
…
ナ
リ
ズ
ム
の
か
た
ち
一
」
、
山
本
正
編
著
『
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
で
あ
る

　
こ
と
一
そ
の
変
容
と
イ
ギ
リ
ス
近
代
一
』
、
刀
水
沓
罵
、
工
○
○
○
年
、
一
二
六

　
…
一
四
五
頁
。

⑭
ぎ
5
雲
易
学
メ
艶
ミ
題
§
職
§
巻
ミ
ミ
孤
塁
§
ミ
§
譜
ミ
職
§
駄

　
鳶
ミ
ミ
q
§
の
隷
竃
⑦
聴
に
α
｝
、
N
謎
N
N
Q
◎
免
堅
図
ぎ
ぴ
Q
ω
8
ρ
お
り
Q
。
唱
■
H
卜
。
．

⑮
§
9
ω
い
。
9

⑯
毎
の
ミ
§
ミ
ミ
駄
§
ミ
§
噂
O
曾
ミ
§
織
寒
駐
駄
§
き
防
S
嶺
、
執

　
雲
影
暁
§
吻
貯
ミ
研
き
豪
き
ミ
恥
9
ぴ
。
巳
o
b
レ
○
。
卜
。
全
P
鉾

⑰
国
教
会
内
の
伝
道
組
織
で
あ
る
福
音
普
及
協
会
（
S
P
G
）
は
、
一
七
一
〇
年
、

　
西
イ
ン
ド
史
上
も
つ
と
も
裕
福
な
砂
糖
プ
ラ
ン
タ
ー
の
　
人
で
あ
っ
た
ク
リ
ス
ト

　
フ
ァ
ー
・
コ
ド
リ
ン
ト
ン
三
世
か
ら
砂
糖
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
三
箇
所
と
三
〇

　
〇
入
に
の
ぼ
る
奴
隷
を
引
き
継
い
だ
。
こ
の
奴
隷
た
ち
に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
本
国

　
の
協
会
本
部
は
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
改
宗
、
基
礎
的
な
宗
教
教
育
、
キ
リ
ス
ト
教
式
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の
結
婚
を
穣
極
的
に
進
め
よ
う
と
し
た
。
こ
う
し
た
キ
リ
ス
ト
教
的
な
価
値
規
範

　
を
奴
隷
た
ち
が
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
彼
ら
が
肉
体
的
に
も
安
定
し
、
自
立
し
た

　
生
活
を
営
む
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
S
P
G
の
報
告
書
に
は
、

　
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
単
に
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
さ
せ
る
と
い
う
よ
り
、

　
キ
リ
ス
ト
教
的
な
規
範
に
の
っ
と
っ
た
生
活
習
慣
を
根
付
か
せ
る
努
力
が
さ
れ
て

　
お
り
、
特
に
　
夫
～
婦
剃
の
夫
婦
関
係
を
築
く
よ
う
、
ま
た
、
家
族
が
売
買
な
ど

　
で
離
散
し
な
い
よ
う
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る

⑱
ミ
◎
§
§
鶴
庶
§
9
ミ
暮
§
恥
§
§
礎
象
ミ
竜
尋
、
奪
§
§
蹴
§

　
吋
面
傷
〉
副
ご
鴨
鷺
§
ミ
戸
賀
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て
い
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て
、
奴
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に
対
す

　
る
扱
い
が
イ
ギ
リ
ス
領
の
場
合
と
比
べ
て
寛
容
で
あ
っ
た
と
は
隈
ら
な
い
と
も
述

　
べ
て
い
る
。

　
　
ま
た
、
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ニ
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ド
や
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・
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な
ど
の
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う
に
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ペ
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ン
や
フ
ラ

　
ン
ス
か
ら
イ
ギ
リ
ス
が
獲
得
し
た
領
土
で
は
、
旧
宗
主
国
の
も
と
で
適
用
さ
れ
て

　
い
た
結
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の
規
定
が
そ
の
ま
ま
効
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を
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め
、
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イギリス領西インド植民地における「奴隷制改善」と奴隷の「結婚」問題（並河）

む
　
　
す
　
　
び

　
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
反
奴
隷
制
運
動
は
一
七
八
○
年
代
か
ら
一
八
三
〇
年
代
に
か
け
て
、
実
に
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
続
い
た
。
こ
の
運
動
の

申
で
議
論
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
奴
隷
制
が
廃
止
さ
れ
る
一
八
三
三
年
の
直
前
ま
で
奴
隷
制
の
改
善
策
で
あ
っ
た
。
人
道
的
な
奴
隷
制

を
追
及
す
る
こ
の
試
み
が
目
指
し
た
の
は
、
労
働
力
で
あ
る
奴
隷
の
人
口
の
維
持
で
あ
る
。

　
奴
隷
貿
易
が
前
提
と
な
っ
て
い
た
時
代
、
女
性
は
労
働
力
と
し
て
男
性
と
同
じ
位
置
づ
け
し
か
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
一
八
世
紀
末
に
な

る
と
女
性
の
奴
隷
の
出
生
力
に
注
目
が
集
ま
り
、
将
来
的
な
労
働
力
で
あ
る
子
ど
も
の
奴
隷
た
ち
に
も
関
心
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
奴
隷
貿
易
廃
止
前
は
、
西
イ
ン
ド
植
民
地
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
男
性
の
奴
隷
が
多
く
購
入
さ
れ
、
畑
仕
事
に
も
男
性
が
多
く
配
置
さ

れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
畑
仕
事
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か
で
も
肉
体
的
に
過
酷
な
労
働
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
奴
隷
制
改
善
」

が
こ
こ
ろ
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
女
性
が
男
性
の
数
を
逆
転
す
る
よ
う
に
な
る
。
労
働
力
に
加
え
て
、
女
性
の
出
産
能
力
が
価
値
と
し
て

評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
西
イ
ン
ド
で
奴
隷
制
改
善
を
こ
こ
ろ
み
た
人
び
と
に
と
っ
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
で
そ
れ
を
議
論
し
た
ア
ボ
リ
シ
ョ
ニ
ス
ト
に
と
っ
て
も
、

こ
の
時
点
で
人
道
主
義
と
奴
隷
制
と
は
矛
盾
な
く
両
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
「
人
道
的
な
奴
隷
制
」
は
、
奴
隷
の
女
性
た
ち
に
出
産
を
促
す
は
ず
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
人
道
的
な
措
置
と
し
て
物
質
的
な
支
援
を
手

厚
く
し
て
も
、
子
ど
も
の
数
は
人
口
を
維
持
で
き
る
ほ
ど
に
は
増
え
な
か
っ
た
。

　
奴
隷
制
改
善
の
な
か
で
議
論
さ
れ
て
い
た
西
イ
ン
ド
植
民
地
社
会
の
奴
隷
の
女
性
た
ち
の
出
産
促
進
や
子
育
て
は
、
当
初
キ
リ
ス
ト
教
的
な

規
範
に
の
っ
と
っ
た
「
結
婚
」
や
、
そ
の
夫
婦
関
係
を
基
盤
と
し
た
「
家
族
」
の
営
み
と
は
ま
っ
た
く
切
り
離
さ
れ
て
議
論
さ
れ
て
い
た
。

　
～
九
世
紀
に
入
り
、
出
産
奨
励
策
の
一
環
と
し
て
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
っ
た
奴
隷
を
キ
リ
ス
ト
教
の
規
範
の
中
に
取
り
込
み
、
イ
ン
グ
ラ
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ン
ド
国
教
会
に
よ
る
結
婚
を
可
能
に
し
て
も
、
さ
し
た
る
効
果
は
な
か
っ
た
。
西
イ
ン
ド
植
罠
地
の
奴
隷
の
女
性
た
ち
に
と
っ
て
は
キ
リ
ス
ト

教
的
結
婚
に
も
、
出
産
に
も
そ
れ
ほ
ど
魅
力
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
女
た
ち
は
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
を
共
有
す
る

こ
と
に
抵
抗
し
た
。

　
奴
隷
制
廃
止
ま
で
の
間
、
目
的
で
あ
っ
た
人
口
維
持
策
に
成
果
は
な
い
ま
ま
、
人
道
的
な
奴
隷
制
を
追
及
す
る
こ
こ
ろ
み
は
破
綻
し
た
。
奴

隷
制
廃
止
に
よ
り
、
奴
隷
制
は
人
道
主
義
と
は
絶
対
的
に
相
容
れ
な
い
も
の
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
奴
隷
制
改
善
運
動
は
、
結
局
目
的
と
す
る
も
の
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
　
連
の
試
行
錯
誤
は
、
ま
っ
た
く
無
駄
で
、
何
の
意

味
も
な
か
っ
た
の
か
と
い
え
ば
、
け
し
て
そ
う
で
は
な
い
。

　
奴
隷
制
改
善
に
向
け
た
試
行
錯
誤
お
よ
び
反
奴
隷
制
運
動
と
は
、
当
事
者
た
ち
が
意
図
し
て
い
た
か
そ
う
で
な
い
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
つ

の
異
な
る
世
界
、
つ
ま
り
、
イ
ギ
り
ス
本
国
と
植
民
地
を
ひ
と
つ
に
統
合
し
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
で
あ
っ
た
。
奴
隷
制
改
善
が
模
索
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
」
七
八
O
年
代
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
は
奴
隷
制
が
す
で
に
法
的
に
も
否
定
さ
れ
て
お
り
、
人
道
主
義
と
奴
隷
制
は
矛
盾
す
る
も
の

と
な
っ
て
い
た
。
一
方
、
西
イ
ン
ド
植
民
地
社
会
は
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
と
は
法
的
に
も
宗
教
的
に
も
異
な
る
世
界
で
あ
り
、
奴
隷
制
に
立
脚
し

た
社
会
が
存
続
し
て
い
た
。

　
西
イ
ン
ド
植
民
地
の
奴
隷
制
改
善
を
通
し
て
、
異
な
る
法
体
系
や
価
値
規
範
の
も
と
に
あ
っ
た
二
つ
の
世
界
は
、
ひ
と
つ
に
統
合
さ
れ
て
い

く
が
、
注
意
す
べ
き
は
、
単
純
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
的
な
も
の
に
統
合
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
外
の
世
界
に
お
け
る
鞭
に
よ
る
暴
力
的
な
奴
隷
の
支
配
は
、
信
仰
、
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
統
制
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る

べ
き
も
の
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
キ
リ
ス
ト
教
布
教
を
主
導
し
た
の
は
、
福
音
主
義
者
と
い
わ
れ
る
非
国
教
徒
で
あ
っ
た
。
国
教
徒
で
も
こ
の

活
動
に
参
加
し
た
グ
ル
ー
プ
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
彼
ら
非
国
教
徒
と
の
連
携
に
柔
軟
な
姿
勢
を
示
し
て
い
た
ウ
ィ
ル
バ
ー
フ
ォ
ー
ス
や
ク

ラ
ー
ク
ソ
ン
な
ど
平
信
徒
が
中
心
の
ク
ラ
バ
ム
派
で
あ
っ
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
が
海
外
で
の
活
動
の
た
め
に
設
立
し
た
S
P
G
や
S
P

C
K
は
、
海
外
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
に
対
す
る
宗
教
サ
ー
ビ
ス
が
活
動
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
お
り
、
西
イ
ン
ド
に
お
け
る
奴
隷
に
対
す
る
布
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教
に
は
、
こ
の
時
期
ほ
と
ん
ど
関
心
を
示
し
て
い
な
い
。

　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
を
中
心
に
据
え
た
キ
リ
ス
ト
教
会
で
は
な
く
、
多
様
な
人
び
と
に
等
し
く
キ
リ
ス
ト
教
の
門
戸
を
開
く
福
音
主
義
的
キ
リ

ス
ト
教
が
主
導
権
を
握
っ
た
西
イ
ン
ド
植
民
地
社
会
の
キ
リ
ス
ト
教
布
教
、
お
よ
び
キ
リ
ス
ト
教
的
社
会
構
築
に
向
け
た
こ
こ
ろ
み
は
、
実
は
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
進
行
申
で
あ
っ
た
福
音
主
義
的
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
リ
フ
ォ
ー
ム
と
連
動
し
て
い
た
。

　
西
イ
ン
ド
植
民
地
の
性
的
な
乱
れ
に
つ
い
て
宣
教
師
た
ち
が
た
び
た
び
言
及
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
本
文
で
も
触
れ
た
が
、
福
音
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

者
た
ち
は
、
信
仰
の
場
と
し
て
「
家
庭
」
の
役
割
、
ま
た
そ
の
要
と
し
て
の
「
母
親
」
の
役
割
を
重
視
し
て
い
た
。
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ロ
ン
グ
の

著
作
で
も
あ
き
ら
か
な
と
お
り
、
一
八
世
紀
半
ば
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
植
民
地
社
会
に
お
け
る
様
ざ
ま
な
「
家
族
」
の
か
た
ち
が
許
容
さ

れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
「
奴
隷
制
改
善
」
の
　
つ
と
し
て
行
わ
れ
た
西
イ
ン
ド
植
民
地
社
会
の
キ
リ
ス
ト
教
化
の
動
き
の
中
で
、
福
音
主
義

者
た
ち
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
「
家
族
」
の
か
た
ち
を
普
遍
的
な
形
と
し
て
提
示
し
て
い
っ
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
内
外
で
多
様
な
人
び
と
を
統
合
す
る
価
値
規
範
の
下
に
進
め
ら
れ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
リ
フ
ォ
ー
ム
を
先
導
し
た
福
音
主
義
者
は
、

経
済
的
合
理
性
と
人
道
主
義
を
同
時
に
追
求
し
た
。
西
イ
ン
ド
に
お
け
る
人
道
的
な
「
奴
隷
制
改
善
」
の
試
み
も
、
西
イ
ン
ド
植
民
地
社
会
の

経
済
的
安
定
が
出
発
点
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
奴
隷
制
改
善
運
動
の
な
か
で
提
示
さ
れ
た
新
し
い
規
範
や
家
族
の
形
は
、
～
九
世
紀
後
半
、
イ
ギ
リ
ス
が
世
界
的
に
経
済
力
、
政
治
力
を
拡

大
す
る
際
に
、
「
文
明
化
の
使
命
」
の
旗
印
の
下
、
世
界
的
に
普
及
さ
せ
る
べ
き
、
「
普
遍
的
な
」
も
の
と
し
て
提
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

っ
た
。
奴
隷
制
改
善
運
動
は
、
ア
メ
リ
カ
喪
失
を
き
っ
か
け
と
す
る
混
乱
の
中
で
、
ば
ら
ば
ら
な
価
値
規
範
が
混
在
し
て
い
た
一
八
世
紀
ま
で

の
イ
ギ
リ
ス
と
そ
の
植
民
地
が
普
遍
的
な
世
界
観
を
手
に
入
れ
、
新
た
に
世
界
帝
国
へ
と
変
貌
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
垣
間
見
せ
て
く
れ
る
運

動
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
そ
の
中
で
、
そ
れ
ま
で
多
様
で
あ
っ
た
「
家
族
」
の
形
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
新
興
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
そ

れ
が
標
準
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
申
で
も
特
定
の
ク
ラ
ス
の
新
し
い
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
に
の
っ
と
っ
た

「
家
族
し
像
で
し
が
な
か
っ
た
。
当
然
な
が
ら
、
「
家
族
」
の
標
準
化
の
限
界
は
国
内
外
で
す
ぐ
に
露
呈
す
る
。
本
稿
で
は
イ
ギ
リ
ス
領
に
お
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け
る
奴
隷
制
廃
止
以
後
、
福
音
主
義
者
た
ち
の
追
及
し
た
経
済
的
合
理
主
義
と
人
道
主
義
が
両
立
す
る
社
会
の
形
と
そ
の
根
幹
に
あ
る
「
家

族
」
の
か
た
ち
の
ゆ
が
み
に
つ
い
て
論
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
次
馬
の
課
題
と
し
た
い
。

　
①
拙
稿
、
「
奴
隷
解
放
の
結
社
ー
ク
ラ
バ
ム
派
の
聖
者
た
ち
一
」
、
川
北
稔
編
『
結
　
　
社
の
イ
ギ
リ
ス
史
㎞
、
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
、
二
六
五
頁
。

　
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
基
盤
（
C
）
課
題
番
号
二
六
三
七
〇
七
五
九
、
＝
九
世
紀
英
領
植
民
地
世
界
に
お
け
る
「
家
族
の
標
準
化
」
と
そ
の
限
界
」
に
よ
る
研

　
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
戸
市
外
国
語
大
学
教
授
）
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The　Amelioration　of　Slavery　and　Marriage　of　Slaves　in　the　British

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　West　lndian　Colonies

by

NAMIKAWA　Yoko

　　The　period　between　late　1780s　to　early　1830s　was　the　age　of　the　anti－

slavery　movement　in　England．　Arguments　on　slavery　chiefly　concerned　the

amelioration　of　slavery　or　how　the　slave　population　could　be　maintained，　and

not　the　emancipation　of　slaves，　Not　oRly　abolitionist　leaders　but　West　lndian

planters　also　discussed　how　to　reform　and　make　siavery　humane　iR　order　to

maintaiR　the　slave　population　in　the　West　lndlan　colonies　without　continuing

the　slave　trade．　lt　was　not　necessarily　incompatible　to　be　humane　and　to

keep　people　in　slavery　at　that　time．　ln　order　to　encourage　female　slaves　to

give　birth，　they　were　rewarded　with　material　benefits　such　as　clothes　if　they

had　children．　Non－AnglicaR　Christian　missionary　societies　began

proselytizing，　and　Christian　marriage，　which　had　not　been　recognized　for

slaves，　became　legal　after　the　｝ate　1820s．

　　This　series　of　the　ameliorative　reforms　was　a　part　of　the　evangelical　social

reforms　that　took　place　simultaneously　within　Britain　and　its　colonial

territories．　Low　birth　rates　in　the　British　West　lndies　were　considered　a

resu｝t　of　sexual　licentiousness　and　most　argumeRts　encouraging　the　increase

of　the　birth　rate　were　aiined　at　female　slaves　and　djd　Rot　treat　the　ideal

family　life．　The　reform　in　the　British　West　lndian　Colonies，　however，　failed

to　lncrease　the　slave　population　as　much　as　expected．　The　emancipatlon　of

slaves　in　the　British　West　lndies　brought　an　end　to　the　effort　to　pursue

humane　slavery，　and　the　system　of　slavery　came　to　be　seen　as　incompatible

wlth　being　humane．

　　Britain　and　its　colonial　West　lndies　were　separate　societies　untll　late

eighteenth　century．　Lives　including　family　lifestyles　in　the　British　West

Indian　societies　differed　from　that　of　British　society．　This　differed　greatly

from　the　situation　in　French　and　Spanish　Colonies．　For　example，　all　slaves

were　baptized　and　had　the　right　to　marry　in　the　French　and　Spanish　West

Indjan　colonies，　but　neither　was　common　in　the　Brjtish　West　lndian　colonles．
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The　ameliorative　reform　of　slavery　was　a　trial　and　error　method　to

transform　the　two　different　wor｝ds　of　the　home　country　and　her　colonies　into

O鍛e．

　　The　reform　movement　to　make　British　West　IRdian　colonies　Christian

societies　was　led　not　by　the　SPG　nor　SPCK，　which　were　Anglican

organizations，　but　by　evangelicals　both　Anglican　and　nonconformist，　such　as

London　Missionary　Societies，　Baptist　Missionary　Societies，　Methodist

Missionary　Societies　and　the　Church　Missionary　Societies．　lt　is　remarkable

that　those　who　propagated　Christianity　for　all　the　people　and　not　only　for

the　English　contributed　to　the　reconfiguration　of　the　British　Empire　by

unifyiRg　the　two　worlds．

　　The　roles　of　mother　and　wife　for　women　were　emphasized　in　evangelicai

social　reform，　Evangelicals　considered　Christian　marriage　and　gender　roles

universal　aBd　worthy　of　dissemination　al｝　over　the　world　through　Christian

missionaries．　These　roles，　however，　were　not　particularly　attractive　for　slave

women　in　the　British　West　lndian　colonies．　These　reforrr｝s　were　seen　by

female　slaves　as　placing　a　greater　burden　on　them，　that　is，　they　were

expected　to　work　daily　as　before　for　the　slave　owners　and　also　as　wives　and

mothers　for　thelr　own　families．　lt　tool〈　a　long　time　for　Christian　marriage

and　family　to　become　common　in　the　British　West　IRdian　colonies．

Changes　in　the　Economic　Structure　of　Farm　Rouseholds　in　the

Period　of　the　Formation　of　lndustrial　Regions　in　Modern　Japan：　The

Livelihood　of　Farmers　as　seen　in　the　Economic　Suグvの・げFarm

　　　　　　　　　　　　　　　　．llloblseholds　by　Aichi　Prefecture

by

YuzAwA　Noriko

　　In　this　article　1　take　years　between　1885　and　1935　as　the　period　of　the

fbrmat至on　of圭ndustrial　regions　and　through　the殺se　of毛he　Eoo〃。〃zガ。　Suグzノのノ

of　Farm　Households　by　Aichi　prefecture，　1　aim　to　elucidate　the　livelihoods　of

farmer　households　and　tke　changes　therein　during　Taish6　era，　when

urbanization　and　industrialization　were　prominent．　The　reason　that　1　chose
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